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カムチベット語香格里拉県小中甸郷吹亞頂 [Choswateng]方言の
音声分析と語彙

——rGyalthang下位方言群における方言差異に関する考察を添えて——

鈴　木　博　之 ∗

A Phonetic Analysis of the Choswateng [Chuiyading] Tibetan Spoken in
Shangri-La County and a Wordlist: with Reference to Dialectal Variations within

the rGyalthang Subgroup

Hiroyuki Suzuki

本稿では，中国雲南省迪慶藏族自治州香格里拉県小中甸郷南部に位置する吹

亞頂村において話されるカムチベット語 Choswateng方言について，チベット言

語学の方法論を参考に共時的な音声分析を行い，次いでチベット文語形式（蔵

文）との対応関係を明らかにする。加えて，これらの記述と周辺地域で話され

る同一下位方言群に属する諸方言を対照することで，Choswateng 方言の方言特

徴を明らかにする。末尾に語彙リスト（約 1,800 語）を付す。

カムチベット語方言 Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群 rGyalthang（建塘）下

位方言群に属する諸方言は，香格里拉県建塘鎮を中心に分布する。これらの諸

方言間には，その音体系に大きな差異が認められ，特に小中甸郷に分布する方言

は村ごとに特徴的な異なりが存在する。本稿で記述・分析する Choswateng方言

は，その中でももっとも複雑な音体系をもつ方言の 1 つである。その複雑さは

子音体系において前部硬口蓋系列と硬口蓋系列が体系的に対立することに集約

され，蔵文との対応関係の分析に基づくと，この複雑な音体系が rGyalthang 下

位方言群のより古い層を反映しているといえる。

∗ 国立民族学博物館外来研究員

Key Words : Tibetan, Diqing Prefecture, phonetics, dialectology, dialect classification
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This paper presents a phonetic description of Choswateng Tibetan, a dialect

spoken in Chuiyading Hamlet in the southern area of Xiaozhongdian Village,

Xianggelila County, Diqing Tibetan Autonomous Prefecture, Yunnan, China,

as well as its sound correspondences with Written Tibetan (WrT), using the

traditional methods of Tibetan dialectology. Additionally, the dialectal charac-

teristics of Choswateng Tibetan within the rGyalthang subgroup are discussed.

At the end of the article, a wordlist (ca. 1,800 words) of Choswateng Tibetan

is provided.

Choswateng Tibetan belongs to the rGyalthang subgroup of the Sems-kyi-

nyila dialect group of Khams Tibetan, spoken in the central area of Xianggelila

County. The dialects of this subgroup show great variety in their phonetic and

phonological aspects, and those spoken in Xiaozhongdian Village have com-

plicated characteristics. Choswateng Tibetan is one of the dialects with the

most complex phonological systems, including a systematic constrast between

prepalatals and palatals. An analysis of a comparison between its sounds and

those of WrT shows that the complex phonological system of Choswateng Ti-

betan reflects the most archaic phonology among the dialects of the rGyalthang

subgroup.
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1 はじめに

雲南省北西部の一角，迪慶 [bDe-chen]藏族自治州はチベット語が地理的に連続し地

域の主言語として分布する地域の南東端に当たり，チベット文化圏とナシ，リスなど

他の文化圏との接触地域にあたる。この地域はチベットの伝統的地域区分でカムと呼

ばれる地域の南東端でもあり，同地域に分布するチベット語はカムチベット語の変種

であると広く認識されている。Suzuki (2013b)において提示した迪慶州を含む雲南省に

分布する諸方言の音特徴・相通性を主たる基準とした分類案は次のようである。

表 1　 Suzuki (2013b)による雲南省カムチベット語の方言分類

方言区分 下位方言区分 所属方言例（迪慶州外の方言には*を付す）

Sems-kyi-nyila
rGyalthang

rGyalthang [建塘], rGyalbde [吉迪],

香格里拉 Yangthang [小中甸], sKadgrag [格口自]

雲嶺山脈東部
Nyishe [尼西], Thoteng [ 頂], Byagzhol [霞若],

Semzong [石茸], Qidzong [其宗], mBacug [巴珠]

Melung
Melung [維西], mThachu [塔城], sKobsteng [格登],

Zhollam [勺洛], Daan [大安]*

Phuri Phuri [普上]

Lamdo Lamdo [浪都]

sDerong-nJol Foshan [佛山], nJol [徳欽], lCagspel [佳碧],

得榮徳欽 雲嶺山脈西部 Tsharethong [査里通], sNyingthong [尼通],

Sakar [斯 ], Budy [巴迪]

mBalhag mBalhag [巴拉]

sPomtserag sPomtserag [奔子欄]

Bodgrong Bodgrong [丙中洛]*

gYagrwa gYagrwa [羊拉]

Chaphreng
gTorwarong

gTorwarong [東旺], dBangshod [翁水],

郷城 Nagskerag [納格拉]
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本稿で扱う Choswateng方言は，Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群 rGyalthang（建塘）

下位方言群に属する。1950年代に中国で行われた少数民族言語調査において，この下

位方言群の変種が調査されたと見られ（Zhang 1996），その資料は金鵬　主編 (1983)，

張濟川 (1993)などで言及されている。Sems-kyi-nyila方言群の先行研究を見るならば，

rGyalthang下位方言群の記述に関する先行研究が最も多い（陸紹尊 1990; Hongladarom

1996; 2000; 2007ab; Wang 1996;《雲南省誌》1998:421–441;蘇郎甲楚 2007;王曉松 2008

など）が，いずれも現在の行政区分において建塘鎮に属する地域で話される rGyalthang

方言の研究であり，それ以外の方言に関する研究は少ない。筆者による Sems-kyi-nyila

方言群の諸方言に関する研究には鈴木 (2008b; 2009b; 2010bc; 2011abc; 2012a; 2013ab)，

Suzuki (2011; 2012; 2013b)，鈴木・ツェリ・ツォモ (2007)などがある。上表にはYangthang

（小中甸）という名称の方言を挙げているが，これは小中甸 [Yang-thang]郷で話される

諸方言のことを指すものとして用いてきたものである。ところが，同郷で話される諸

方言は自然村ごとに一定のかつ大きな差異が認められるということが筆者の最近の調

査によって判明した。その概要は鈴木 (2012a)および Suzuki (2013b)で提供している。

本稿で記述するのは香格里拉 [Sems kyi Nyi-zla] 県小中甸郷の南部に位置する和平

行政村吹亞頂 [Chos-ba-steng] 自然村（「區哇迪」と書かれることもある）で話される

Choswateng方言である。この地域は上述の先行研究が rGyalthang方言と呼んで記述す

る変種が話される地域から見て，もっとも遠い地域で話される変種の 1つである。小

中甸郷の方言の記述としては，鈴木 (2011c)の聯合村吉念批自然村の Gyennyemphel（吉

念批）方言のものがある。Choswateng方言については，Suzuki (2013b)が部分的な語彙

資料に言及している程度で，まとまった記述はまだ行われていない。

本稿では Choswateng方言について，鈴木 (2011c; 2012b)などと同様に音声記述を行

い，それに加えて語彙資料（約 1,800語）を提供する。チベット言語学の方法論による

音声記述には，共時的音声分析とともに，その分析結果とチベット語文語形式（以下

「蔵文」）との対照を通じて主要な音対応を示すことが含まれる。音声分析については，

音素の記述を目指すものの最小対を形成する例が非常に少ないため，厳密な音素分析に

はなっていない。音表記は Tournadre & Suzuki (forthcoming)に言及される pandialectal

phonetic description に基づき，国際音声字母 (IPA) で規定されるもののほか，朱曉農

(2010)で明確に定義される主に中国で使用されている音声記号も断りなく用いる。蔵文

との対照については，瞿靄堂・金效静 (1981)や西 (1986)など多くの先行研究にならい，

チベット言語学で最も重要視される点に絞った記述を提供する。加えて，rGyalthang

下位方言群の複数の方言資料が取り扱える状況にあることから，Choswateng方言の音
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組織が同下位方言群の中でどのような位置づけをもっているのか，最も明確に差異が

反映される点に絞って検討し，方言差異を明らかにすることで，今後の方言研究に資

する。

Choswateng方言の調査に関しては，筆者はまず昆明で友人を通じて吹亞頂村出身者

の紹介を受け，調査を行った。調査協力者は 20代女性である。調査では主に漢語を用

いて Choswateng方言の語彙形式を聞き取り，記録した。語彙調査の際に参考にしたの

は華侃　主編 (2002)および趙燕珍 (2012)に含まれる語彙リストである。本稿末の語彙

リストは前者の調査記録に基づいている。

本稿の構成

本稿では，まず Choswateng方言の音声分析を通して音体系の全体像を見る（2節）。

次に，得られた口語形式と蔵文との対応関係を明らかにする（3節）。その後，その対

応関係を rGyalthang下位方言群に属する諸方言の事例と対比し，Choswateng方言の方

言特徴を明らかにする（4節）。末尾に語彙リストを付す。

2 Choswateng方言の音声分析

2.1 音体系の素描

まず Choswateng方言の音体系全体について，超分節音，母音，子音，音節構造の順

に紹介する。

超分節音

4種の声調パターンの対立が認められ，それぞれ語を単位としてかかる。

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

母音

長短および鼻母音/非鼻母音の対立が存在するものがある。

ę-ğ i 0 W u

e @ 8 o

　 E 　 O

　　 a A
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子音

音節構造の主子音（Ci）位置に現れる要素の一覧は以下のようである。

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh ch kh

無声無気 p t ú c k P

有声 b d ã é g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無声無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch çh xh

無声無気 s ù C ç x h

有声 z ü ý J , H

鼻音 有声 m n ï ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 有声 w j

音節構造

音節構造は，鈴木 (2005)を参照して以下のように記述できる。

CCiGVCC　および　 CCiGVCC

このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須である。

最初頭子音 C は前鼻音，前気音の 2種のみが現れる。わたり音 Gには/w, j/がある。

よって最大の初頭子音群の構造は 3子音連続となる。なお，本稿ではわたり音という

用語を音節構造上の Gを指すものとして用いる。

最初頭子音に鼻音を含む音節についてのみ，その鼻音要素の発音の仕方から，CCi

と CCi に分けられ，後者の方が鼻音要素の調音時間が長い。

末子音には単子音に/P, j/，複子音に/jP/がある。
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2.2 超分節音

Choswateng方言の超分節音は，ピッチの高低による対立で実現され，高平調，上昇

調，下降調，上昇下降調の 4種に分かれる。弁別的なのは現れるピッチの高さ（調値）

ではなく，平板か上昇もしくは下降などの型（調類）である。声調は原則的に語単位

（より正確には音韻語単位）でかかる語声調として現れるため，複音節語ではそれぞれ

の音節が独自の声調を担うことはない。3音節以上の語の場合，第 1，第 2音節までで

弁別的な声調の型を形成し，第 3音節以降は [22]程度の高さで現れ，弁別的に作用し

ない。ただし，語によっては第 3音節（および第 4音節）が独自の声調パターンを担

うものもある。

以下に，語の音節別の調値を 5段階で表示した例をあげる。Sは音節を意味する。初

頭子音の性質によって具体的な調値に若干の差異が生まれるが，弁別的ではない。な

お，声調のみの異なりですべての調類にわたって対立を形成する例はほとんど認めら

れない。

表 2　声調パターンと調値の例

高平調 上昇調 下降調 上昇下降調

1音節語 n̄@ ´na: `HnAP ˆnW:

[S55] [S24] [S53] [S132]

「人」 「裸麦」 「膿」 「一晩」

2音節語 n̄a üw@ ´ne: wa `n@ ùhAP ˆnõ ChuP

[S55S55] [S13S55] [S55S22] [S12S31]

「耳」 「病人」 「女」 「西」

2.3 母音

母音には長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的である。母音の長短と鼻母音/非鼻母

音は互いに独立しているため，計 4種の対立が認められる。ただし，全ての舌位置に

ついて 4種の対立が認められるわけではない。特に長鼻母音は出現に制限が見られ，

語例もきわめて限定的である。

母音の表記は，実際の舌位置に最も近い音標文字を用い，補助記号は用いない。母

音の性質上，音環境によって舌位置に変動が認められるが，本稿ではその記述を省略

する。
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摩擦性母音/ę-ğ/はそれぞれ先行子音によって相補分布し，1音素である。ただし両者

の調音方法に明確な異なりがあるため，表記の抽象化を避け，書き分ける。この措置

は Choswateng方言に関連する言語としては王曉松 (2008)の rGyalthang方言の記述に

適用されているほか，漢語北京方言（または普通話）の記述でも一般的に行われてお

り，朱曉農 (2010: 307, 310)でも踏襲されている1）。相補分布の条件は次のとおり。[ğ]

はそり舌音に後続し，[ę]はそれ以外の子音に後続する。また，この音素の音声実現は

しばしば強い咽頭化を伴う（[ğQ, ęQ]）。長母音として現れる例がほとんどである。

「短母音＋声門閉鎖音/P/」の組み合わせは，語（形態素）によって語中において長母

音と交替することがある。現段階では規則的な音交替ということはできないため，実

際の発音に基づいて記述する。

以下，非鼻母音と鼻母音に分けて，その長短の具体例を並列して掲げる（表 3，4）。

互いに近い舌位置において（疑似）最小対が認められる場合には，それらを含める形

で例示する。現段階では，すべての母音の舌位置が対立することを示す（疑似）最小

対は見いだせていない。

2.3.1 非鼻母音

/ę-ğ/については，[ę]で発音されるものと [ğ]で発音されるものの 2通りあげる。

表 3　非鼻母音の例

　短母音例　　　 長母音例　　　

i `ChiP しらみ `tChi: ýiP ついたち

e `CheP 半分 ´ne: wa 病人

E ˆlo kEP 監獄 ´kõ ´nE: 価格が高い

a ´Cha mõ 爪 ´na: 裸麦

A `phAP ぶた ´nA: HgÕ 暗い

O `hso hsOP 薄い ¯HnO: n@ あさって

o ´sho lj@ のこぎり ´no: HbW 宝石

u ˆshu duP 指輪 ´nu: 間違う

W s̄hW 誰 ¯NgW: 米

@ s̄h@ 腰 ´C@: 言う

0 ´Ch0 Ha 炭 ¯Hg0: 軒

8 ¯Hg8jP 鷹 k̄8: 革
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ę-ğ [ę] ý̄ę kha 春 h̄sę: 金（きん）

ę-ğ [ğ] ´úùhğ ja 雨 `ùhğ: ChuP 東

2.3.2 鼻母音

/W, ę-ğ/には鼻母音が認められず，さらに舌位置/a, A, o/以外の母音には長鼻母音が認

められない。

/ã, Ã, ũ/およびすべての長鼻母音は出現例が少ない。

表 4　鼻母音の例

　短母音例　　　 長母音例　　　

i h̄çı̃ 雲

e ¯m
˚

jẽ 薬

E ´sẼ ごはん

a ¯̊Nã 早い ¯m
˚

jã: あざ

A ´úùhe jÃ つば ´HdzÃ: ポット

O ´sÕ 銅

o ¯Hdzõ 町 ´ùhõ: きのこ

u ´lũ 倒れる

W

@ ¯Hz@̃ mw@ ´jeP 関心を持つ

0 ´th0̃ 終わる

8 ´k8̃ かぶる

ę-ğ

2.4 子音

子音は，初頭単子音，初頭子音連続および末子音に分けて具体例を挙げつつ考察する。

2.4.1 初頭単子音

単子音の具体例は，可能な限り 2例ずつ挙げる。
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閉鎖音・破擦音

Choswateng方言は閉鎖音・破擦音に声門閉鎖音を除き無声有気，無声無気，有声の

3系列を有する。

有声音については単子音として現れる例は相対的に少なく，しばしば語中に見られ

る。なお，/ã/は単子音としては現れず，後述する初頭子音連続の一部として現れる。

そり舌閉鎖音/úh, ú/は軽微の摩擦成分を含んだ [úùh, úù]として現れることがあるが，そ

り舌破擦音とは弁別される。

硬口蓋閉鎖音系列/ch, c, é/は舌背全体が広く硬口蓋に密着するタイプの調音動作で実

現するのではなく，硬口蓋中部から後部にかけてのより狭い範囲で閉鎖を形成する。

ただし前部軟口蓋音（[kj]など）で現れることは，音声学的に存在するとしても，まれ

である。

表 5　初頭子音；閉鎖音・破擦音の例

例語 語義 例語 語義

ph `phAP ぶた p̄hu hsę: 少年

p ´pa めす牛 p̄u: 吹く

b b̄a 父 ´ùh@ bu かご

th `thejP チーズ `thuP 穀物

t ´ta rẽj 今日 ˆtu: rAP なくす

d ˆtsh@ duP 左 ˆHo duP あの辺

úh `úh@ úhAP 万

ú ´úẼ 思い出す `úOP 六

ã

ch `chAP 血 `ch@ ベッド

c ´cA: 瓶 ´c@ üÕ ナイフ

é ´je é@ 文字

kh k̄ha 口 k̄hõ 暇な

k k̄a: 柱 k̄8: 革

g ¯ïã@: ´g@ húùe 以上

P ´Pa po 腹 P̄ã ´tÃ mw@ 第 1

tsh t̄sha 塩 t̄sh@ 犬

ts t̄sẽj ùẽj 栴檀 ˆtsu lje 醜い
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dz d̄z@ 踏む h̄úùhA: dzÃ 鉄なべ

úùh `úùha ペア `úùhuP できる

úù ´úùa 茶 ´úùo mw@ 尼

ãü ¯ïã@ ´ùğ: ãüe 以下

tCh t̄Ch@ 寿命 t̄Chõ 家

tC ´tCa 網 ´tCi そして

dý h̄ts@: dýW 肋骨 `HnÕ dýoP しあさって

摩擦音

Choswateng方言は摩擦音に声門摩擦音を除き有気，無気，有声の 3系列を有する。

有声音については単子音として現れる例は相対的に少なく，しばしば語中に見られ

る。各種有声摩擦音は語中に現れる頻度が高い。なお，/J/は単子音としては現れず，後

述する初頭子音連続の一部として現れる。

表 6　初頭子音；摩擦音の例

例語 語義 例語 語義

sh s̄ha 地 ˆshu duP 指輪

s ´sÃ: 夕食 ´so wa 鎌

z ´ku zẽ 衣服 h̄tCAP zę: 柄杓

ùh ù̄ha 肉 ù̄hẽj 薪

ù ´ùej 溶ける ´ùoP 階下

ü ´üAP とっておく ´ü@ 4

Ch `ChiP しらみ `ChuP 方向

C ´Ca 鶏 ˆCuP なめる

ý ý̄ę kha 春 `húùo: ýiP 11

çh ç̄ha 印を押す ç̄he Na 数珠

ç ´çÃ: 砂 ´çi: 子供

J

xh `xhOP 凹の ˆxheP xheP 偏った

x ´xW: 悲しい

, ´,u: 逃げる

h ´ha ődýı̃ ハンカチ ´Pa hu: 猿
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H ´HO: pa ふくろう H̄W HgÕ 上へ

共鳴音

Choswateng方言の共鳴音は鼻音/ï/および半母音/w, j/を除いて有声と無声の系列が存

在する。

なお，/ï/は限られた数語にのみ現れる。/m
˚

/は単子音としては現れず，後述する初頭

子音連続の一部として現れる。

表 7　初頭子音；共鳴音の例

例語 語義 例語 語義

m `ma: ma 祖母 ´mo mo ´khwa 蒸しパン

m
˚
n ´na: 裸麦 ´no: HbW 宝石

n
˚

n̄
˚

Ã: 鼻 n̄
˚

ũ 油

ï ˆkho ïA: n@j 彼ら 2人 ˆtCh0P ïA: kẽ あなたたち

ő ´őa 魚 ´őÕ 名前

ő̊ `̊őaP しみ ¯̊ő@ わな

N N̄a 5 ´NaP ほえる

N̊ `̊NAP 呪文 ¯̊NE: 枕

l ´la 尾根 ´lo ùhẽ 干支

l
˚

l̄
˚
a 神 l̄

˚
Õ 靴

r ´ra 山羊 ´ruP 友人

r
˚

`r
˚

ejP はぐ r̄
˚

e: 破れる

w ´wa 狐 ¯wo: toP ふいご

j j̄a ja 兄 ´joP 眠る

2.4.2 初頭子音連続

Choswateng方言に見られる子音連続の組み合わせ数は比較的多いが，その組み合わ

せのパターンは単純で，前鼻音類，前気音，わたり音を含むものに分けられる。前の

2者とわたり音は独立して現れることができるから，最大で 3子音連続を形成するが，

それの出現頻度は低い。
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以下，まずわたり音を除く 2子音連続について前鼻音と前気音に分類して例を挙げ，

ついでわたり音を含む 2子音連続，3子音連続と続けて例を挙げる。

前鼻音類

前鼻音類には，鼻音部が後続子音より弱く発音される狭義の前鼻音と，後続子音よ

り強く発音されるタイプのものがある。後者は朱曉農 (2007: 10; 2010: 146-147)が「後

爆鼻音」と呼ぶものに近いと考えられ，通常発話速度が早い場合鼻音のみの発音にな

るという特徴がある。この現象の詳細は鈴木 (2010a: 110-112)を参照。ただしこの現

象は，鼻音の後続子音が脱落したのではなく，鼻音に同化したと分析できる。鼻音だ

けが聞こえる場合，その調音は単独の鼻音よりもやや長い。また，いくつかの狭義の

前鼻音でも，発話速度が速い場合には聴覚印象として鼻音だけが際立つ。

有声音に先行するものと無声有気音に先行するものが認められ，前鼻音は子音連続

間で調音位置と有声性が一致する。

鼻音部が後続子音より弱く発音されるタイプ

mb : ¯mbW　虫
nd : ˆndO: pa　翼　　
ïã : ´ïãa tsh0:　外見　
ñé : `ñéOP　雷　　
Ng : ´NgA:　鍛冶屋
ndz : ´ndzÕ ba　橋　　
ïãü : ¯ïãüÕ　ナシ族
ődý : ¯ődýA wa　速い　
m
˚ph : `m

˚phOP　穴が開く
n
˚th : `n

˚thOP pa　厚い　
ñ̊ch : ¯ñ̊chW　洗う　
N̊kh : ¯N̊khe: l@　腎臓
n
˚tsh : `n

˚tshoP n
˚

AP　尻　　
ï̊úùh : ´ï̊úùho htı̃　白塔　
ő̊tCh : ¯N̊khi: lj@　腎臓　
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鼻音部が後続子音より強く発音されるタイプ

mb : h̄k@ mba　足　　

nd : n̄da wã　尾　　

前気音

有声音に先行するものと無声無気音に先行するものが認められ，また子音連続間で

有声性が一致する。

hp : h̄pÕ　草地　
ht : h̄ta　馬　　
hú : `húa ùhi pa　吉祥　
hc : h̄ca　髪　　
hk : h̄k@ jã　星　　
hts : h̄ts@ Hdý0　筋肉　
húù : h̄úùẽ zẽ　猛獣　
htC : h̄tCAP wa　大便　
hs : h̄sę:　金　　
hù : `hùeP　言う　
hC : h̄CÕ ch@　狼　　
hç : h̄çı̃　雲　　
hx : h̄x@ ő̊i: tsa　横の　
hl
˚

: h̄l
˚
A: pa　起毛ジャケット

Hb : ¯Hbu tẽj　太い　
Hd : ¯HdẼ　七　　
Hã : ¯Hãa:　仇　　
Hé : `Hé@ shOP　ふるい
Hg : ´HgÕ　箱　　
Hdz : ´HdzÃ:　ポット
Hãü : ´Hãüi:　痕跡　
Hdý : `HdýeP　八　　
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Hz : ¯Hzẽ　袈裟　
Hü : ¯Hüõ ma　乳牛　
Hý : `HýiP　豹　　
HJ : ¯HJÕ hkW:　砂糖　
H, : `H,u:　蛇　　
Hm : ¯Hma ýa　孔雀　
Hn : ¯Hna:　妻　　
Hő : `HőiP　目　　
HN : ¯HNa mõ　らくだ
Hl : ¯HlÕ　風　　
Hr : ¯HrÕ　燻製にする
Hj : `HjAP　ヤク　

わたり音 (G)を含む 2子音連続

わたり音 (G)には/w/および/j/がある。

組み合わせの種類は豊富であるが，多くの組み合わせで見られる語が少ない。

/w/のもの

phw : ¯HdWjP phw@　悪魔　

pw : ´le: pw@　体　　

bw : h̄pẽj bw@　公務員

thw : ´Hgo thw@　胡桃　

tw : ù̄h@ tw@　死んだ

khw : ´khwa　肉入りぎょうざ

kw : ´re kwã　骨　　

tsw : ´Pa w@ őe tsw@　鸚鵡　

shw : s̄hw@　歯　　

ùhw : ´kha ùhw@　話　　

ùw : ´ùw@　ヨーグルト

üw : n̄a üw@　耳　　

Cw : ´Cwa　ねずみ
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ýw : ´thÕ ýwa　リス　

xw : x̄wa　咲く　

,w : ´úùhW ,wa:　脱脂粉乳

hw : ´hwa　描く　

mw : ´pa mw@　霜　　

őw : ´őw@　買う　

ő̊w : ¯̊őw@　狂う　

Nw : `NwAP　派遣する

lw : ´lw@　年　　

rw : ´rwa　つの

/j/のもの

phj : ´phje　子ぶた

pj : ´pjÕ　倉庫　

thj : `thjeP　頼る　

tj : ¯wo tje　あれ（近指）

dj : ´k@ djW　何　　

mj : ´ra ´mi mje　子山羊

m
˚

j : ¯m
˚

jẽ ba　医者　

lj : h̄úù@ lj@　舌

3子音連続
n
˚tshw : n̄

˚tshw@　湖　　
ndzw : n̄dzw@　ゾ（ヤクと牛の交配種）
Ngw : ¯Ngw@　頭　　
m
˚phj : ´m

˚phjA:　傷つける
mbj : n̄di: mbje　真の　
n
˚thj : `n

˚thjoP　答えを当てる
ndj : n̄dj@　これ　

ndj : `ndj@ n@j　この 2つ
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htw : ˆphA: htw@　ぶたの餌
Hdw : ¯Hdw@　石　　
hkw : h̄kw@　掘る　
Hgw : ¯Hgwa　卵　　
htsw : h̄tsw@　煮る　
húùw : ´ku zã húùwi n@　仕立て屋
Hãüw : ´Hãüwa　蚤　　
Hdýw : `kwa je ¯Hdýw@　皮の袋
hsw : h̄sw@　支える
Hmw : ¯Hmw@　耕す　
Hnw : `Hnw@ çha　鋭利な
hpj : h̄pjõ　結ぶ　
Hbj : ´HbjÕ　ミツバチ
htj : ˆlẽ htje　答え　
Hdj : ù̄@ Hdj@P　閉じる

2.4.3 末子音

Choswateng方言に認められる末子音には，単子音に/P, j/，複子音に/jP/がある。この

うち，/P/が大部分の例を占める。

末子音は先行する母音との共起制限があり，特に長母音とは結びつかない。また，

末子音/j/は鼻母音/ẽ, 8̃/に後続するという偏りが認められる。以下に絶対語末および語

中に分けて例をあげる。

表 8　末子音の例

絶対語末例　　 語中例　　　

例語 語義 例語 語義

P ¯HbOP 空気 t̄h0P pa 額

j h̄pẽj 姉妹 ˆtej HdAP 主人

jP ú̄ejP 騾馬 ¯HdWjP mw@ 悪魔
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3 Choswateng方言の蔵文との対応関係

蔵文と口語形式の対応関係は，チベット語方言の特徴を分析する伝統的な手法であ

り，さまざまな先行研究において一定の注目すべき対応関係が示されている。ただし

注目すべき点が分析の対象となる方言によって異なってきて，必ずしも先行研究に扱

われる蔵文との対応関係を見るだけでは十分でない。個別方言の分析と地理的に近い

地域に分布する方言の蔵文との対応関係を比較することによって，方言所属を問題に

する場合にはかなりの精度の結果を得ることが可能となる。

ここでは，西 (1986)や西田 (1987)，張濟川 (2009:259-357)などに提示される特徴を

中心に，さらに鈴木 (2008b; 2009a)や Suzuki (2008ab)で示されている迪慶州のチベッ

ト語方言で注目される特徴を考慮に入れつつ，Choswateng方言における現象を整理す

る。ただし，声調については蔵文との対応関係の面でなお不透明な部分もあるため，

本稿では扱わない。なお，蔵文はWylie式の転写で示し，通常は例語に続けて ( )に入

れて掲げる。チベット文字の表す音価は格桑居冕・格桑央京 (2004:379-390)を参照。

議論は初頭子音と母音＋末子音の 2種に分けて行う。

3.1 初頭子音

ここで扱う項目としては，閉鎖・破擦・摩擦音の有声性，蔵文 c, ch, j; ts, tsh, dz対応

形式，蔵文 sh, zh; s, z対応形式，蔵文足字 y対応形式，蔵文足字 r対応形式，蔵文基字

l, y対応形式，蔵文足字 l, lh対応形式，蔵文足字 w対応形式，蔵文 s+鼻音字を含む形

式，前鼻音を含む子音連続，そのほかの特徴に分けて考察する。

3.1.1 閉鎖・破擦・摩擦音の有声性

Choswateng方言では，閉鎖・破擦音および摩擦音について，蔵文で基字に先行する

子音がない有声音字 g, j, d, b, dz, zh, zは，基本的にそれぞれの調音位置の無声無気音

に対応する。たとえば，以下のようである。

´pa「牛」(ba)

´tõ「熊」(dom)

´úùa「茶」(ja)

´ùwa「帽子」(zhwa)

´sẼ「ごはん」(zan)

また，これらの文字に足字がある場合も同じく無声無気音に対応する。たとえば，

以下のようである。
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´Ca「鶏」(bya)

´tCÕ「壁」(gyang)

`úOP「６」(drug)

´c@ üÕ「ナイフ」(gri chung)

以上の蔵文有声音字に先行子音（頭字，前接字）が存在するとき，Choswateng方言

では有声音で現れる。たとえば，以下のようである。

¯Hdw@「石」(rdo)

´Hãüwa「蚤」(lji ba)

`H,u:「蛇」(sbrul)

¯Hdýa「漢族」(rgya)

´Hga「愛する」(dga’)

´ü@「4」(bzhi)

なお，蔵文 dbに対応する形式には有声閉鎖音が現れ，以下のようになる。

¯HbOP「空気」(dbugs) ¯Hbõ「権力」(dbang)

3.1.2 蔵文 c, ch, j; ts, tsh, dz対応形式

Choswateng方言において，蔵文 c, ch, jには後続の母音が/i, 0/の場合を除きそり舌破

擦音が対応する。たとえば，以下のようである。

ú̄ùhW「水」(chu)

¯ï̊úùhẽ ba「肝臓」(mchin pa)

h̄úùW「10」(bcu)

¯ïãüÕ「ナシ族」(’jang)

ただし，後続の母音が/i, 0/の場合，前部硬口蓋破擦音が対応する例がある。たとえ

ば，以下のようである。

`htCiP「1」(gcig) t̄Ch0:「宗教」(chos)

一方蔵文 ts, tsh, dzには，後続の母音が/i, 0/の場合を除き，歯茎破擦音が対応する。

たとえば，以下のようである。

t̄sha「塩」(tshwa)

n̄
˚tshẽ「夜中」(mtshan)

h̄tswa「草」(rtswa)
n̄dzw@「ゾ (ヤクと牛の子)」(mdzo)
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ただし，後続の母音が/i, 0/の場合，前部硬口蓋破擦音が対応する例がある。また，蔵

文で母音字が iの場合に，口語形式で母音が/i, 0/以外でもこの対応関係を見せる例が

ある。たとえば，以下のようである。

t̄Ch0:「染料」(tshos)

h̄tCi:「探し出す」(btsal)

¯ődýi: bw@「美しい」(mdzes po)

t̄Ch@「脂肪油」(tshil)

3.1.3 蔵文 sh, zh; s, z対応形式

Choswateng方言において，蔵文 sh, zhには後続の母音が/i/の場合を除き，そり舌摩

擦音が対応する。たとえば，以下のようである。

ù̄ha「肉」(sha)

`hùeP「言う」(bshad)

´ùẽj「畑」(zhing)

´ü@「4」(bzhi)

ただし，後続の母音が/i/の場合，前部硬口蓋摩擦音が対応する例がある。たとえば，

以下のようである。

`ChiP「しらみ」(shig) `hCiP「破壊する」(bshig)

一方蔵文 s, zには，後続の母音が/i, 0/の場合を除き，歯茎摩擦音が対応する。たと

えば，以下のようである。

s̄ha「土」(sa)

´sẼ「ごはん」(zan)

h̄sę:「金（きん）」(gser)

後続の母音が/i, 0/の場合，基本的に前部硬口蓋摩擦音が対応する。たとえば，以下

のようである。

´Ch0 Ha「炭」(sol ba)

¯Hý0:「大工」(bzo ba)

`HýiP「豹」(gzig)
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3.1.4 蔵文足字 y対応形式

蔵文足字 y対応形式は大きく蔵文 Py対応形式と Ky対応形式に分かれる。

蔵文 Pyは，p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む形式についていう。

Choswateng方言では基本的に前部硬口蓋摩擦音が対応する。たとえば，以下のよう

である。

C̄h@「開ける」(phyi)

´Ca「鶏」(bya)

`hCeP「初春」(dpyad ka)

ý̄ę kha「春」(dbyar kha)

ただし少数に硬口蓋摩擦音が対応する例がある。たとえば，以下のようである。

´çÃ:「砂」(bye ma) ´çi:「子供」(byis)

蔵文 Kyは，k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式についていう。

Choswateng方言では基本的に前部硬口蓋破擦音が対応する。たとえば，以下のよう

である。

`tCh0P「あなた」(khyod)

´tCÕ「壁」(gyang)

h̄tCi: pw@「幸せな」(skyid po)

¯Hdýa「100」(brgya)

ただし例外として， t̄sh@「犬」(khyi)がある。

3.1.5 蔵文足字 r対応形式

蔵文足字 rを含む形式には，Pr (=pr, phr, brを含む形式)，Kr (=kr, khr, grを含む形式)，

tr/drなど閉鎖音を含むもののほか，srなどもある。Choswateng方言では，Pr, Kr, tr/dr,

srで全く異なる対応関係を示す。ここでは音対応が他と大きく異なる蔵文 sr対応形式

以外を扱う。

まず，Pr対応形式は複数あり，多くは硬口蓋摩擦音，軟口蓋摩擦音，硬口蓋閉鎖音

のいずれかに対応する。

硬口蓋摩擦音になる例は，たとえば以下のようである。
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ç̄he Na「数珠」(phreng ba)

´çAP「がけ」(brag)

´çi:「書く」(bri)

h̄ç0:「さる年」(spre’u)

¯HJÕ hkW:「砂糖」(sbrang dkar)

軟口蓋摩擦音になる例はいずれも/u/に先行し，たとえば以下のようである。

`xhuP「奪う」(’phog)

`H,u:「蛇」(sbrul)

´,u:「逃げる」(bros)

例外として，́Pa hu:「猿」(a sprel)のように声門摩擦音になるものがある。また，́ HbjÕ

「ミツバチ」(sbrang)のように足字 rが脱落していると考えられるものもある。

蔵文’brの組み合わせは基本的に硬口蓋閉鎖音に対応する。

¯ñéW Ha「玄米」(’bru ba)

¯ñé@「めすヤク」(’bri)

`ñéOP「龍」(’brug)

ただし例外として，¯NgW:「米」(’bras)がある。

Kr対応形式については，基本的に硬口蓋閉鎖音が対応する。たとえば，以下のよう

である。

`chAP「血」(khrag)

´cw@「小麦」(gro)

h̄ca「髪」(skra)

¯HéÕ「数える」(bgrang)

ただし，そり舌閉鎖音や足字 rが脱落したと考えられる形式と対応関係を見せる例

がある。

`úh@ úhAP「1万」(khri phrag)

`kheP「導く」(khrid)

`N̊khe:「（動物が）産む」(’khrungs)

¯Ngw@「行く」(’gro)

例外として，`ő̊tChẽ ba「胆嚢」(mkhris pa)のように前部硬口蓋破擦音になるものが

ある。

tr/dr対応形式については，(’)drのみが確認されているが，基本的にそり舌閉鎖音が

対応する。たとえば，以下のようである。
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´ú@「尋ねる」(dri)

`úOP「６」(drug)

ˆúÕ ChuP「おもての」(drang phyogs)

¯̊Na ïã@「鬼」(sngags ’dre)

3.1.6 蔵文基字 l, y対応形式

Choswateng方言では，基本的に蔵文 lには/l/が対応する。たとえば，以下のようで

ある。

´lÕ「道」(lam)

´lAP k@「手」(lag pa)

´lw@「年」(lo)

´le: pw@「体」(lus po)

´le:「縁」(las)

一方，蔵文 yには/j/が対応する。たとえば，以下のようである。

´je é@「文字」(yi ge)

´jA pw@「よい」(yag po)

`HjAP「ヤク」(g.yag)

`HjOP「揺れる」(g.yug)

3.1.7 蔵文足字 l, lh対応形式

Choswateng方言では，蔵文 zl, slを除き蔵文足字 lには前気音を伴う/Hl/が対応する。

たとえば，以下のようである。

¯Hla:「キバノロ」(gla ba)

`Hla「魂」(bla)

¯HlÕ「風」(rlung)

¯Hle: wa「脳」(klad pa)

¯Hla ma「ラマ」(bla ma)

蔵文 zlには/nd/が対応する。たとえば，´nda wa「月（天体）」(zla ba)のようである。

一方，蔵文 slには前気音を伴う/hl
˚
/が対応する。蔵文 lhには前気音を伴わない/l

˚
/が

対応する。たとえば，以下のようである。

l̄
˚
a「編む」(sla)

´le: hl
˚
a「簡単な」(las sla)

l̄
˚
a「神」(lha)

l̄
˚
Õ「靴」(lham)
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3.1.8 蔵文足字 w対応形式

Choswateng方言では，蔵文足字 wに対応すると見られる音形式が現れる例がある。

たとえば，以下のようである。

h̄tswa「草」(rtswa)

´ùwa「帽子」(zhwa)

´rwa「角（つの）」(rwa)

しかし， t̄sha「塩」(tshwa)などには/w/を含む第 2音節が現れない。

3.1.9 蔵文 s+鼻音字を含む形式

Choswateng方言では，蔵文鼻音字に頭字 sを伴う形式には，調音位置の対応する無

声鼻音で現れる。たとえば，以下のようである。

¯m
˚

jẽ「薬」(sman)

¯̊őı̃「心臓」(snying)

n̄
˚

Ã:「鼻」(sna ba)

¯̊Nã「早い」(snga)

¯̊őõ ba「狂人」(smyon pa)

3.1.10 前鼻音を含む子音連続

Choswateng方言の前鼻音を含む子音連続は，前鼻音要素に後続する子音に無声有気

音と有声音があり，それは蔵文前接字 ’, mと対応するものが多い。前鼻音要素と後続

する子音は，調音位置，有声性について一致する。たとえば，以下のようである。

¯Ngw@「頭」(mgo)

`ñéOP「龍」(’brug)

¯mbW「虫」(’bu)

¯N̊khi: lj@「腎臓」(mkhal ba)

¯ï̊úùhW hpje「唇」(mchu pa)

以上のほかにも，蔵文 zl の対応形式も前鼻音が現れる。たとえば´nda wa「月（天

体）」(zla ba)のようである。

3.1.11 そのほかの特徴

Choswateng方言では，蔵文 mを初頭子音とする語が前部硬口蓋鼻音/ő/に対応する

ものがある。たとえば，以下のようである。
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`HőiP「目」(mig)

´őÕ「名前」(ming)

`őiP「飲み込む」(mid)

これらの中には古蔵文において myとつづられていた語も含まれており，古蔵文の

形式に対応関係を求めることもできる。「目」は声調や前気音の現れも考えると，古蔵

文の dmyigと対応するといえる。なお，もともと蔵文で myを含む例は前部硬口蓋鼻

音に対応し，たとえば以下のようである。

´őõ「～したことがある」(myong) ¯̊őõ ba「狂人」(smyon pa)

ただし， n̄@「人」(mi)は例外といえる。

以上のほか，蔵文 kh, gが第 2音節初頭にくる場合，当該音が硬口蓋閉鎖音に対応す

る例がある。たとえば，以下のようである。

h̄CÕ ch@「狼」(spyang khi)

´je é@「文字」(yi ge)

s̄hẽ ñé@「獅子」(seng ge)

この対応関係は，蔵文 kh, g に母音 i, e が後続する場合に現れるように見える。以

下で述べるように，母音の対応形式において，蔵文 eは/j@/と対応する例が認められる

ため，このわたり音/j/が以上の音対応と関連する可能性がある。2.4.2で見たように，

Choswateng方言には「軟口蓋音＋わたり音/j/」という組み合わせが存在しないからで

ある。

3.2 母音および母音＋末子音

3.2.1 対応一覧

語末位置における基本的な対応関係は以下のように示すことができる。縦に 5種の

母音，横に末子音を配している。ただし，蔵文再添後字 sは口語形式に明確な対応関

係を得られないため，以下の表では省略する。
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表 9　蔵文母音および母音＋末子音形式の音対応

V\C # / ’ b d g m n ng r l s

a a OP eP AP Õ ẽ / Ẽ Õ / õ ę: / ğ: / u: i: e:

i @ 0P iP iP / ejP õ ı̃ / ẽj ẽj i: @j

u W eP WjP OP ũ ẽj / Ẽ Õ o: Wj

e @ / j@ ejP eP AP ı̃ ı̃ ę: / ğ: ejP i:

o w@ uP eP / ejP uP õ 8̃j õ u: u: 0:

/で区切ってあるのもは自由変異ではなく，語ごとに決まったものである。

Choswateng方言では，必ずしも蔵文との対応関係は一対一になるとは限らず，上に

示したのは主要な傾向である。基本的な傾向として，蔵文で開音節のものは短母音と

対応し，末子音が鼻音の場合は鼻母音，閉鎖音の場合は声門閉鎖を伴う短母音，それ

以外の末子音の場合は長非鼻母音と対応する。以下に末子音の有無とその性質につい

て分類しつつ，例をあげる。

末子音がない場合

k̄ha「口」(kha)

t̄sh@「犬」(khyi)

ú̄ùhW「水」(chu)

ő̄@「火」(me)

h̄úù@ lj@「舌」(lce le)

s̄hw@「歯」(so)

以上の「歯」の例のように，わたり音の/w/は蔵文の母音 oに対応するが，共時的に

は子音連続の一部として分析される。

末子音が閉鎖音の場合

`khOP「針」(khab)

´ndzeP「指」(mdzub)

`hkeP「声」(skad)

`őiP「飲み込む」(mid)

´pejP「チベット人」(bod)

`phAP「ぶた」(phag)

`HőiP「目」(mig)

`tshejP「関節」(tshig)

`ñéOP「龍」(’brug)

`ndzAP「這う」(’dzeg)

`hsuP「命」(srog)
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末子音が鼻音の場合

´lÕ「道」(lam)

t̄Chõ「家」(khyim)

h̄tsõ「閉ざす」(btsum)

´tõ「熊」(dom)

´sẼ「ごはん」(zan)

¯̊őı̃「熟れる」(smin)

¯HdẼ「7」(bdun)

t̄hÕ「平原」(thang)

ù̄hẽj「薪」(shing)

´ő@ őÕ「少ない」(nyung nyung)

´Hõ「来る」(’ong)

末子音がその他の子音の場合

´mu:「バター」(mar)

ù̄hğ:「昇る」(shar)

hcçu「搾る」(gcir)

h̄ko:「送る」(skur)

h̄sę:「金」(gser)

t̄Ch@「脂肪油」(tshil)

¯HNWj「銀」(dngul)

ú̄ejP「騾馬」(drel)

´le:「縁」(las)

n̄@j「2」(gnyis)

h̄pẽj「線香」(spos)

3.2.2 そのほかの特徴

長鼻母音の例は先の表と例に現れないが，蔵文対応形式を考えると，2音節が縮約

したものに対応し，かつ例は限られる。

n̄
˚

Ã:「鼻」(sna ba)

¯m
˚

jã:「あざ」(sme ba)

´wÃ:「乳」(’o ma)

´HdzÃ:「ポット」(rdza ma)

´HdýÃ:「秤」(rgya ma)

2音節が縮約したものの中には，長非鼻母音に対応するものもある。

´ChA:「雹」(ser ba)

k̄a:「柱」(ka ba)

´khA:「雪」(kha ba)

´ùhA:「鹿」(shwa ba)

¯Hna:「息子の嫁」(mna’ ma)

ただし，縮約しても長鼻母音に対応しない例もある。
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´Cwa「ねずみ」(byi ba)

´Hãüwa「蚤」(lji ba)

¯Hgwa「卵」(sgong ba)

4 方言比較から見る Choswateng方言の方言特徴

本節ではカムチベット語 Sems-kyi-nyila方言群，特に Choswateng方言の属する同方

言群 rGyalthang 下位方言群に属する諸方言の蔵文との音対応に関する比較を通じて，

Choswateng方言のもつ音対応の面での方言特徴を明らかにするために検討を加える。

これはカムチベット語の方言分類を行う上で重要な作業であり，雲南省のチベット語に

ついては鈴木 (2008a; 2009a)でその必要性を指摘した。この検討は，すでに鈴木 (2012a)

および Suzuki (2013b)において提示した資料を基礎に，一部の限られた音対応に限定

して行うが，rGyalthang下位方言群の諸方言内部の多様性を垣間見ることができると

ともに，今後の rGyalthang下位方言群もしくは Sems-kyi-nyila方言群に関する方言学的

研究にとって重要な特徴を明らかにできるものと考える。

4.1 議論の対象

具体的な議論に入るに当たり，rGyalthang下位方言群の諸方言の中で最もよく知ら

れている変種の中で，筆者の記述した rGyalthang方言の若年層の音体系（Hongladarom

(1996)などの先行研究に rGyalthang方言として記述されるものよりも若い世代のもの；

同一の村の方言かどうかは不明）を以下に示す。

rGyalthang方言：超分節音 語声調で 4種の対立

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：低/上昇下降

rGyalthang方言：母音 舌位置による一覧（長短および鼻母音/非鼻母音の対立も存在）

ę-ğ i 0 W u

e @ 8 È o

　 E 　 O

　　 a A
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rGyalthang方言：子音 子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧

両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門

前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無気 p t ú k P

有声 b d ã g

破擦音 無声有気 tsh úùh tCh

無気 ts úù tC

有声 dz ãü dý

摩擦音 無声有気 sh ùh Ch

無気 s ù C x h

有声 z ü ý , H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r

無声 l
˚

r
˚

半母音 w j

以上に示した rGyalthang方言の音組織と 2節で見た Choswateng方言のものを比べ

ると，次のような異同が指摘できる。

• 声調の調類と数が両者で一致

• 母音は舌位置について rGyalthang方言に/È/が存在する以外は両者で一致

• 子音は Choswateng方言に硬口蓋閉鎖音・摩擦音系列および/xh, ï/が存在する以

外は両者で一致

以上の点から，rGyalthang下位方言群の中で大きな異なりが認められる点は硬口蓋

系列の調音であると考え，本節における検討の主な対象を硬口蓋系列およびその周辺

に設定する。

さて，方言の提示における方便として，本節で扱う方言について，名称・分布地点・

略号を次のように定める。
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表 10　本節で言及する方言名・地点・略号

方言名 分布地域 略号

Choswateng 香格里拉県小中甸郷吹亞頂村 YaC

Khyimphyuggong 香格里拉県小中甸郷期學谷村 YaK

Gyennyemphel 香格里拉県小中甸郷吉念批村 YaG

Alangu 香格里拉県三土霸郷安南村 Ala

mTshomgolung 香格里拉県建塘鎮錯古龍村 rGyT

rGyalbde 香格里拉県建塘鎮吉迪村 rGyD

Myigzur 香格里拉県洛吉郷尼汝村 Myi

mTshongu 香格里拉県格口自郷初古村 sKT

Phuri 香格里拉県格口自郷普上村 Phu

各方言名は蔵文形式を基礎に現地の発音に近くなるよう一定の変更を加えたもので

あり，鈴木 (2012)の記述でも用いられている。村名の漢字表記も複数ある場合が存在

し，必ずしも呉光范 (2009)の記載とは一致しない。以上のうち，Phuri方言を除くすべ

ての方言は rGyalthang下位方言群に属する。Phuri方言は単独で独立下位方言を形成す

る（1節参照）が，分布地域は mTshongu方言の話される村から幹線道路に沿って 7km

程度の距離しかないため，分布の観点から参考までに加えておく。なお，以上の配列

は地理的にほぼ南から北に位置する順になっている。

本節において提示する各表では方言名を一律略号で示し，本文中では方言名を用いる。

4.2 データの提示

ここでは，硬口蓋系列に関わる音に対応する諸形式を検討するため，3節の記述を参

考にしつつ，蔵文 c/ch/j/ts/tsh/dz/sh/zh/s/zおよび蔵文足字 y, rの対応形式について取り

上げる。これらの対応形式をまとめて扱うのは，口語形式として蔵文足字 y, rが基字

とともに音変化を起こし，その結果調音点の異なる破擦音や摩擦音が成立しているこ

とから，これらが蔵文に基字としてもともと存在する c, ch, j, sh, zhなどの口語対応形

式とどのように合流するかという点が方言差異を分析する手がかりになるからである。

以下，簡略化のため，蔵文 c/ch/jを初頭子音に含むすべての例のことを「C系列」，

蔵文 ts/tsh/dzを初頭子音に含むすべての例のことを「TS系列」，蔵文 sh/zhを初頭子音

に含むすべての例のことを「SH系列」，蔵文 s/zを初頭子音に含むすべての例のことを

「S系列」と呼び，蔵文足字 y, rを含む例については，3.1.4および 3.1.5で導入した Py,

74



鈴木 カムチベット語香格里拉県小中甸郷吹亞頂 [Choswateng] 方言の音声分析と語彙

Ky, Pr, Kr, Trといった略号を用いる。

まず，蔵文 C系列および TS系列の対応形式（3.1.2参照）を取り上げ，方言間の異

同を明らかにする。Choswateng方言で蔵文 C系列がそり舌破擦音に対応する例と，蔵

文 TS系列が歯茎破擦音に対応する例は次のようになる。

表 11　蔵文 C/TS系列の基本的音対応

語義 水 茶 ナシ族 塩 ゾ

蔵文 chu ja ’jang tsha mdzo

YaC ú̄ùhW ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha n̄dzw@

YaK ú̄ùhW ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha ´ndzw@

YaG ú̄ùhW ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha n̄dzw@

Ala `úùhW ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha n̄dzo

rGyT ú̄ùhW ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha n̄dzw@

rGyD ú̄ùhÈ ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha n̄dzu

Myi ú̄ùhW ´úù5 ¯ïãüÕ t̄sh5 n̄dzw@

sKT ú̄ùhW ´úùa ¯ïãüÕ t̄sha n̄dzu

Phu `tChW ´tCa ´ődýÕ t̄sha n̄dzu

以上の例では，蔵文 C系列については Phuri方言を除き rGyalthang下位方言群に属

するいずれの方言でも基本的にそり舌破擦音に対応し，蔵文 TS系列についてはいず

れの方言においても歯茎破擦音に対応する。

ただし，Choswateng方言と同じく，/i, 0, @/など一部の母音の前で前部硬口蓋破擦音

に対応するタイプのものは，若干異なる対応関係を見せる。
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表 12　蔵文 C/TS系列の前部硬口蓋破擦音との対応

語義 1 経文 寿命 美しい

蔵文 gcig chos tshe mdzes po

YaC `htCiP t̄Ch0: t̄Ch@ ¯ődýi: bw@

YaK `htCiP `úùh0j t̄Ch@ ¯ődýi: bw@

YaG `htCiP t̄Ch0: t̄Ch@ ¯ődýi: bo

Ala `htCiP t̄Ch0: t̄Ch@ ¯ődýi: bw@

rGyT `htCiP t̄Ch0: t̄Ch@ ¯ődýi: ba

rGyD `htCiP t̄Ch0: t̄Ch@ ¯ődýi: bÈ

Myi `htCiP t̄Ch0: t̄Ch@ ¯ődýi: mw@

sKT `htCiP t̄Ch0: t̄sh@ n̄dzi: wu

Phu `htCiP t̄Ch0: t̄sh@ n̄dze: wo

蔵文 C系列については各方言ともにほぼ共通して前部硬口蓋破擦音となるが，蔵文

TS系列については mTshongu方言と Phuri方言で異なり，他の母音と同じように歯茎

破擦音に対応する。

次に，蔵文 SH系列および S系列の対応形式（3.1.3参照）を取り上げる。Choswateng

方言で蔵文 SH系列がそり舌摩擦音に対応する例と，蔵文 S系列が歯茎摩擦音に対応

する例は次のようになる。

表 13　蔵文 SH/S系列の基本的音対応

語義 肉 4 土 ごはん

蔵文 sha bzhi sa zan

YaC ù̄ha ´ü@ s̄ha ´sẼ

YaK ù̄ha ´Hü@ t̄sa ´sẼ

YaG ù̄ha ´Hü@ t̄sa ´sẽ

Ala ù̄ha ´Hü@ s̄ha ´sẽ

rGyT ˆùha ˆHü@ s̄ha ´sẽ

rGyD ù̄ha ˆü3 s̄ha ´sẽ

Myi `ùh5 ´Hü@ s̄h5 ´Cẽ

sKT ù̄ha ´Hü@ s̄ha ´sẽ

Phu `ùha ´ü@ `sha ´sẽ
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いずれの方言でも基本的に蔵文 SH系列にはそり舌音摩擦音が，蔵文 S系列には歯

茎摩擦音が対応する。ただし，「ごはん」のMyigzur方言の形式が異なっているが，こ

れは次に述べる事例と関わりがあると考えられる。なお，rGyalthang下位方言群の諸

方言には，Suzuki (2013a)で記述したような蔵文 S系列に歯端側面摩擦音が対応すると

いった事例は認められない。

ただし，Choswateng方言と同じく，/i/をはじめとする特定の母音の前で前部硬口蓋

摩擦音に対応するタイプのものもある。

表 14　蔵文 SH/S系列の前部硬口蓋摩擦音との対応

語義 しらみ 破壊する はっきりした 豹

蔵文 shig bshig gsal po gzig

YaC `ChiP `hCiP `hCi: çha `HýiP

YaK `ùhiP `hù@jP h̄Ci: ¯HýiP

YaG ù̄hiP — ´hCi: tCa —

Ala `ChiP — h̄Ci: bw@ `HýiP

rGyT — C̄iP C̄i: bu `HýiP

rGyD ù̄hiP `CiP h̄si: `HziP

Myi `ùhiP — h̄Ci: hto ˆHzejP

sKT — — `hsi: to `HziP

Phu `ùhiP `ùhiP `hse: hto `HziP

/i/の直前の子音が前部硬口蓋音になる現象は，主に建塘鎮中心部以南に分布する方

言で認められる。rGyalbde方言は破擦音の場合には前部硬口蓋化が認められるが，摩

擦音では生じない例もある点に注目できる。

続いて，蔵文足字 yの対応形式（3.1.4参照）を取り上げる。まず蔵文 Pyの対応形

式について見ると，以下のようにいずれの方言でも基本的に前部硬口蓋摩擦音になる。
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表 15　蔵文 Pyの基本的音対応

語義 鶏 開ける 狼 子供

蔵文 bya phye spyang khu byis

YaC ´Ca C̄h@ h̄CÕ ch@ ´çi:

YaK ´Ca C̄h@ C̄Õ ch@ ´Ci:

YaG ´Ca C̄h@ C̄Õ tChW ´Ci:

Ala ´Ca C̄h@ C̄Õ kjh@ ´Ci:

rGyT ´Ca C̄h@ C̄õ tChW ´Ci:

rGyD ´Ca C̄h@ C̄õ khW ´Ci:

Myi ´Ca `Che h̄CÕ khe ´xE ji

sKT ´Ca C̄h@ ´CÕ ChW ´Ci:

Phu ´Ca C̄h@ `hCÕ ch@ ˆCi:

ただし「子供」の例は，Choswateng方言およびMyigzur方言で異なる調音位置で現

れる点が特徴的である。Choswateng方言では，3.1.4に示したように，「子供」以外に

「砂」も同様の対応関係を見せる。これらが蔵文において別の対応形式をもつ可能性も

否定できないが，うまく対応する形式はまだ見つかっていない。

次に蔵文 Ky対応形式について見ると，以下のようにいずれの方言でも基本的に前

部硬口蓋破擦音になる。

表 16　蔵文 Kyの基本的音対応

語義 あなた 漢族 幸せな 犬

蔵文 khyod rgya skyid po khyi

YaC `tCh0P ¯Hdýa h̄tCi: pw@ t̄sh@

YaK `tCh0P ¯Hdýa h̄tCi: pw@ t̄sh@

YaG `tCh0P ´Hdýa — t̄sh@

Ala `tCh0P ¯Hdýa — t̄sh@

rGyT `tCh0P ´Hdýa h̄tCi:P p@ t̄sh@

rGyD `tCh0P ¯Hdýa h̄tCi: pÈ t̄sh@

Myi `tCh0P `Hdýa h̄tCi: pw@ t̄sh@

sKT `tCh0P ¯Hdýa h̄tCi: p@ t̄sh@

Phu `tCh0P ˆHdýa `htCi: pu `tsh@
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ただし「犬」の例は，各方言に共通して例外的に歯茎破擦音になる。

以上，蔵文足字 y対応形式は Py, Kyともに，Phuri方言を含めここで言及した rGyalthang

下位方言群に属するすべての方言で，基本的に前部硬口蓋音に対応する。

続いて，蔵文足字 rの対応形式（3.1.5参照）を取り上げる。まず蔵文 Prの対応形式

について見ると，以下のように方言によって調音位置が異なる。

表 17　蔵文 Prの音対応

語義 がけ 雲 細い 奪う 蛇

蔵文 brag sprin phra bo ’phrog sbrul

YaC ´çAP h̄çı̃ ´çh@ htse `xhuP `H,u:

YaK ´CAP h̄Cı̃ `Cha Hli `xhuP ´Hg0:

YaG ´CAP C̄ı̃ C̄h@ htsi `ChuP ý̄0

Ala ´CAP C̄ı̃ C̄h@ htsi `ChuP `Hý0P

rGyT `ChAP C̄ı̃ `Che ri `ChuP ´ý0P

rGyD ´CAP C̄ı̃ ´Che ýa `ChuP ´ý0P

Myi ´çAP h̄çı̃ ˆçhE htsi `xh8P ´H,u:

sKT ´CAP C̄ı̃ `Cha htse `ChuP `mbW ý0:

Phu ´CAP kha `hCẽ `Cha lje `ChoP `Hý0:

以上の例を見ると，前部硬口蓋摩擦音に対応するものが多いことが分かる。特に

Choswateng，Khyimphyuggong，Myigzurの各方言以外は，5つの例すべてで前部硬口蓋

摩擦音に対応する。これら 3方言については，Choswateng方言とMyigzur方言は当該

の音対応の面で同様の対応関係を示し，硬口蓋音または軟口蓋音で現れている。一方

Khyimphyuggong方言では，前部硬口蓋音または軟口蓋音で現れている。ただし軟口蓋

音が現れる例については 3者に共通で，後続母音が/u, 0, 8/の場合である。以上の例の

みでは初頭子音の調音位置は後続母音によって相補分布するように見えるが，少なく

とも Choswateng方言には/̄ hç0:/「さる年」（蔵文 sprel）という例があるため，共時的に

完全に相補分布しているとはいえない。

さて，蔵文 Pr対応形式の中で，蔵文’brについては閉鎖音に対応し，調音位置は他

の Pr対応形式と同じく，各方言で異なって実現される。
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表 18　蔵文’brの音対応

語義 龍 めすヤク 米

蔵文 ’brug ’bri ’bras

YaC `ñéOP ¯ñé@ ¯NgW:

YaK ´ñéOP `ñé@ ¯NgW:

YaG ´ñéOP ¯ñé@ ¯NgW:

Ala ´NgjOP ¯Ngj@ ¯NgW:

rGyT ´ődýOP ¯ődý@ ¯NgW:

rGyD ´ődýOP ¯ődý@ ¯NgW:

Myi ´NgoP `ñé@ ¯Nge:

sKT ´ődýOP ¯ődý@ ¯NgW:

Phu `ñéOP `ñé@ ¯NgW:

「龍」および「めすヤク」の例に現れる初頭子音が蔵文’brの基本的な音対応と考え

ることができる。先に見た蔵文 Pr対応形式で基本的に摩擦音に対応する事例と比べる

と，方言ごとに若干調音位置についても異なりが認められる。

たとえば，前部硬口蓋摩擦音で現れる方言が相対的に多かったが，蔵文’br対応形式

に関しては mTshomgolung方言および rGyalbde方言の 2種にしか認められない。各方

言における初頭子音の現れは，次に述べる蔵文 Kr対応形式と関連がある。後に再度言

及する。

「米」は例外的対応を見せるが，Suzuki (2012)の議論を参考にすると，蔵文’brの例

外的な対応とみなすことができる。特に Alangu方言の規則的な対応形式である前部軟

口蓋音の例やMyigzur方言での軟口蓋音の例が存在することで，蔵文’br対応形式が軟

口蓋音から硬口蓋音まで認められる事例に説明を与えることができるといえるだろう。

次に蔵文 Kr対応形式について見ると，Pr対応形式と同じく，以下のように方言に

よって調音位置が異なる。
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表 19　蔵文 Krの音対応

語義 血 ナイフ 髪

蔵文 khrag gri chung skra

YaC `chAP ´c@ üÕ h̄ca

YaK `chAP ´c@ ãüÕ h̄ca

YaG `chAP ´c@ ãüÕ h̄ca

Ala `kjhaP ´ke ãüÕ h̄kja

rGyT t̄ChAP — h̄tCa:

rGyD t̄ChAP ´tC@ ãüõ h̄tCa

Myi `chaP ´k@ HãüÕ h̄ca

sKT `tChAP ´tC@ ãüÕ h̄tCa

Phu `tChAP ´tC@ dýÕ h̄tCa

以上の例を見ると，基本的に硬口蓋閉鎖音，前部硬口蓋破擦音，（前部）軟口蓋閉鎖音

のいずれかが対応する。注意したいのは Myigzur方言の事例で，硬口蓋閉鎖音ととも

に軟口蓋閉鎖音にも対応する例が認められる点である。ここに挙げたすべての方言で，

個別の語彙で軟口蓋閉鎖音に対応する例が認められるが，そのような語彙は方言にか

かわらず共通している。ところがMyigzur方言や Alangu方言では，「ナイフ」のように

その他の方言が非軟口蓋音をもつような例に現れている。この点に注目し，このよう

な複数の調音位置と対応関係がある方言を 1つのグループにまとめるならば，各種音

対応と方言の地理的分布の間には一定の関係が認められる。すなわち，Choswateng方

言のように基本的に硬口蓋閉鎖音に対応するタイプの方言は議論の対象にしている地

域の南部に分布し，基本的に前部硬口蓋破擦音に対応するタイプの方言は北部・中部

に分布し，軟口蓋閉鎖音に対応する例を複数もつタイプのものは東部に分布している。

ただし，Phuri 方言の個別の語には硬口蓋閉鎖音に対応するものがある。たとえば

`ñ̊che: ja「胆嚢」(蔵文 mkhris pa)，`ñ̊ch0:「ほどく」(蔵文’khrol)などがあげられる。ただ

し大多数の例では上表のように前部硬口蓋破擦音で実現することから，これらは Phuri

方言内で音変化が進行し，硬口蓋閉鎖音から前部硬口蓋破擦音に変化する途上にある

のではないかと推測できる。

ここで先に扱った蔵文’br 対応形式について見返すと，この対応形式に認められる

初頭子音の調音位置は各方言における蔵文 Kr 対応形式と調音位置と密接に関連し，

Myigzur方言のような複数の音対応を見せる点でも，両者の対応形式は同一と言って

81



国立民族学博物館研究報告 39 巻 1 号

差し支えない。これは音変化を考えるうえで，蔵文 Pr対応形式と蔵文 Kr対応形式を

切り離して理解するのではなく，総合的に理解する必要性を示唆している。この点に

ついては 4.3で述べる。

次に蔵文 Tr対応形式について見ると，以下のようにいずれの方言でも基本的にそり

舌閉鎖音に対応するものが多い。

表 20　蔵文 Trの音対応

語義 6 尋ねる 鬼

蔵文 drug dri ’dre

YaC `úOP ´ú@ ¯̊Na ïã@

YaK `úOwP ´ú@ x̄a: ïã@

YaG `úOP ´ú@ h̄a ïã@

Ala `úOP ´ú@ x̄a ïã@

rGyT `úoP ´ú@ `xa ïãÈ

rGyD `úuP ´ú@ x̄a ïãÈ

Myi `úoP ´ú@ x̄5 ïã@

sKT `úOP ´ú@ h̄a ïãüÈ

Phu `úOP ´ú@ x̄a ïã@

いずれの方言でも基本的にそり舌閉鎖音に対応するが，mTshongu方言のように一部

破擦音に対応する例も認められる。一方で，mTshongu方言も含め，そり舌閉鎖音系列

とそり舌破擦音系列が対立することも注意すべき点である。両系列の対立は方言によ

り徐々に失われつつあり，mTshongu方言（上表の「鬼」など）や rGyalthang方言（4.1

参照）のほかにも Sems-kyi-nyila方言群雲嶺山脈東部下位方言群（1節参照）の一部の

方言についても，特に若年層の発話では，両者の合流がすでにはじまっているようで

ある。

最後に蔵文 sr対応形式について見ると，以下のようにいずれの方言でも基本的に前

気音を伴う歯茎摩擦音に対応するものが多い。
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表 21　蔵文 srの音対応

語義 命 豆 薄い

蔵文 srog sran ma srab srab

YaC `hsuP h̄s@ jã `hso hsOP

YaK `hsuP h̄sẼ jã `hs@w hsOP

YaG `hsuP — `hsO: pe

Ala `hsuP — —

rGyT `hsuP — `hso: bje

rGyD `hsuP s̄hẽ wã `hsÈ hsuP

Myi `hsuP h̄sẽ ja `hs@w hsOwP

sKT `hsuP — `hs@ hsOP

Phu `hsoP h̄sẽ ma `hsO: pje

基本的に足字 rの脱落と分析できるが，前気音を伴う点が特徴的である。rGyalbde

方言の「豆」が有気音で現れているのは例外的な対応と言えるかもしれないが，この

ような対応関係はどの方言でもしばしば見られ，必ずしも例外とは言い切れない。

4.3 考察

以上に検討した対応関係のうち代表的な音対応をまとめると，以下のようになる。

[音表記の略号]

ú（そり舌閉鎖音を代表），c（硬口蓋閉鎖音を代表），kj（前部軟口蓋閉鎖音

を代表），úù（そり舌破擦音を代表），tC（前部硬口蓋破擦音を代表），s（歯

茎摩擦音を代表），ù（そり舌摩擦音を代表），C（前部硬口蓋摩擦音を代表）

以上に言及されない音表記は直接当該音を表す。
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表 22　各方言の代表的な音対応のまとめ

蔵文形式 C C Ky Py Kr Pr Pr dr sr

ただし _/i/ ’br

YaC úù tC tC C c ç/x ñé ú hs

YaK úù tC tC C c C ñé ú hs

YaG úù tC tC C c C ñé ú hs

Ala úù tC tC C kj C Ngj ú hs

rGyT úù tC tC C tC C ődý ú hs

rGyD úù tC tC C tC C ődý ú hs

Myi úù tC tC C c/k ç/x ñé/Ng ú hs

sKT úù tC tC C tC C ődý ú/úù hs

Phu tC tC tC C tC C ñé/ődý ú hs

以上のように整理してみると，ここで扱っている諸方言における主要な異なりは蔵

文 Krおよび Pr対応形式に現れている。また，上表の範囲で見る限り，Phuri方言とそ

の他 rGyalthang下位方言群に属する諸方言の間に認められる異なりは，蔵文 C系列の

対応関係のみである。

さて，蔵文 Krおよび Pr対応形式について注目すべきは，一部の方言でそれぞれ蔵

文 Kyおよび Py対応形式と同一の対応を見せる点である。これについては，蔵文 Ky

および Py対応形式がここで言及しているすべての方言で前部軟口蓋音となっている点

および蔵文 Krおよび Pr対応形式が各種方言においてさまざまな対応関係を見せる点

から，後者が前部硬口蓋音でない音から前部硬口蓋音へと変化したと考えるのが妥当

である。仮に蔵文 Kyおよび Kr対応形式がまず合流し，蔵文 Pyおよび Pr対応形式も

また合流したのであれば，なぜ蔵文 Krおよび Prだけが音変化を起こしたのか説明が

つかないからである。蔵文 Krおよび Pr対応形式においては，音変化の過程において，

まず硬口蓋音（Alangu方言においては前部軟口蓋音；Choswateng方言およびMyigzur

方言については一部軟口蓋音を含む）があり，そののち前部硬口蓋音に変化したとい

うように，以上に示した言語資料に現れる音を参照する限り 2段階設定できる。これ

を蔵文 Ky, Pr対応形式と対照する形で整理すれば，以下のようになるだろう。
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表 23　音対応と音変化の順序

蔵文 第 1段階 第 2段階

Kr >
/c/

> /tC/
/kj, k/

Ky > /tC/ = （維持）

Pr > /ç, x/ > /C/

ただし ’br > /ñé, Ngj, Ng/ > /ődý/

Py > /C/ = （維持）

この 2段階の音変化について，本節で扱う諸方言では次のように現れている。

1. すべてにおいて第 1段階の状態を反映しているもの

Choswateng方言，Myigzur方言

2. ’brを除く Pyのみが第 2段階に移行しているもの

Khyimphyuggong方言，Gyennyemphel方言，Alangu方言

3. ’brのみ第 1段階を維持している以外は第 2段階に移行しているもの

Phuri方言

4. すべて第 2段階に移行しているもの

rGyalthang方言，rGyalbde方言，mTshongu方言

この中で，Phuri方言群は下位方言レベルで異なりがあり，特に蔵文 C系列対応形

式にも異なりが見られることから，rGyalthang下位方言群に属する諸方言との単純な

対照には問題があるけれども，’brのみ第 1段階を維持しているという状況は非常に不

安定な音対応を示しているといえる。ただし先に述べたように，Kr対応形式の中でも

部分的な語では硬口蓋閉鎖音をもつものも認められ，しかもそれらは前鼻音を伴う例

であるため，第 1段階から第 2段階への移行期に属しているのではないかと考えられ

る。前鼻音をもっている例が比較的安定して硬口蓋閉鎖音を保持しているということ

である。Phuri方言の事例を除いて考えると，以上に述べた音対応は 3種に分かれ，す

べてが第 1段階を保持しているか，すべてが第 2段階に移行しているか，そして摩擦

音のみが第 2段階に移行したか，と言い換えることができる。rGyalthang下位方言群

における現象を見て判断する限り，硬口蓋音は摩擦音よりも閉鎖音のほうが音体系の

歴史的変遷の上で留保しやすい調音方法であることがいえるだろう。
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一方で注意が必要なのは，Khyimphyuggong方言や Phuri方言には/ç/という音素が認

められ，音体系上硬口蓋摩擦音が存在するけれども，その来歴が蔵文 Prに対応しない

点である。Khyimphyuggong方言における/ç/が歴史的に Choswateng方言のように蔵文

Pr対応形式の第 1段階としての硬口蓋摩擦音摩擦音系列が存在したことに由来するも

のか，まったく別の経路から新たに獲得したものかについては，さらに検討が必要で

ある。一方 Phuri方言については，/ç/は蔵文 sl, lhに由来するものが多くを占めること

が判明している（鈴木 2013a）。これは rGyalthang下位方言群には全く認められない特

徴であり，Phuri方言を rGyalthang下位方言群とは別の下位方言群に属していると判断

する 1つの要素である。

以上の状況について，地理的観点から見ると興味深い点が見えてくる。rGyalthang方

言群の諸方言の中で最も中心的な地位を占める rGyalthang方言を中心に，そこから離

れていけばいくほど第 1段階すなわちより古い段階の音対応を保存している点である。

この状況は，地理言語学的にいうと方言周圏論が成立していることを示唆している。

また，先の 2段階の音変化に関して「以上に示した言語資料に現れる音を参照する

限り」と断ったが，これは今後の方言研究を通して他の音変化のタイプを示すものが

存在する可能性がある点を考慮しての言及である。また，蔵文の示す音価から第 1段

階への音変化，特に蔵文 Kr, Prの関わる音変化は，蔵文と口語形式の間に認められる

調音位置の差が大きいと見えるかもしれない。当該蔵文と口語形式の間には確かに対

応関係が認められるが，蔵文の示す音からいきなり第 1段階への音変化が起きたかど

うかは現段階では検証できない。ただし，Sems-kyi-nyila方言群において蔵文足字 rが

関わる音変化は多様を極めていることから（鈴木 2013b），今後の調査で音変化を裏づ

けられる可能性も十分にある。

5 まとめ

本稿では，ほぼ未記述であるカムチベット語 Choswateng方言について，チベット言

語学における記述方法にならい，共時的記述として音声分析を行い音体系を概観し，

次に蔵文と対照することを通じて同方言の音対応の特徴を明らかにした。これにより，

Choswateng方言の音組織の概要が理解できるだろう。これはまた付録の語彙リストに

おける記述を理解するうえでの基礎である。

以上に加えて，本稿ではさらに Choswateng方言を取り巻く地域に分布する rGyalthang
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下位方言群に属する方言を中心としたチベット語諸方言との比較を行った。その結果，

Choswateng方言が rGyalthang下位方言群に属する諸方言の中で体系的な前部硬口蓋系

列と硬口蓋系列という最も複雑な音体系をもっている点について，それらの各音素が

蔵文とも周辺の諸方言ともよく対応することが分かった。Choswateng方言に認められ

る両系列の対立が周辺の諸方言においては前部硬口蓋系列へ合流を起こしており，周

辺の諸方言の音体系が簡素化していることが明らかになった。この点で，Choswateng

方言は古態的な特徴を備えた方言の 1つであるということができる。このような考察

を音体系全体にわたって行うことによって，rGyalthang下位方言群の歴史が詳細に検

討でき，ひいてはチベット語方言学に寄与するところが大きくなると見込まれる。

付　　　記

迪慶州における調査に当たっては昆明市の瑪吉阿米・香格里拉藏族風情宮の関係各位の協力

を得た。Choswateng方言の調査については，友人のアゾン・ドマ [A-bzang sGrol-ma]さんの手配

によって実現した。また，Choswateng方言の調査協力者はロゾン・ラモ [Blo-bzang Lha-mo]さん

（女性，20 代）である。ここに記して感謝の意を表する。

筆者による言語資料収集に関する現地調査については，以下の援助を受けている。

• 平成 16-20年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 (S)「チベット文化圏における

言語基層の解明」（研究代表者：長野泰彦，課題番号 16102001）

• 平成 19-21年度日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費）「川西民族走廊・チ

ベット文化圏における少数民族言語の方言調査と地域言語学的研究」

• 平成 21-23年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究 (A)「ギャロン系諸言語の緊急

国際共同調査研究」（研究代表者：長野泰彦，課題番号 21251007）

• 平成 25年度日本学術振興会科学研究費補助金若手研究 (B)「言語多様性の記述を通して見

る中国雲南省チベット語の方言形成の研究」（研究代表者：鈴木博之，課題番号 25770167）

注

1）この問題に関して，筆者は独自の記述方法をとっている。この点に関してここで若干の補

足説明を加えておく。王曉松 (2008)および朱曉農 (2010:307, 310)の記述では，[ę]と [ğ]はそ

れぞれ異なる音素と認められるという立場をとっている。ところが実際のところ，この 2種

は先行子音によって明確な相補分布の関係にある。このため，音素としては 1種類と考える

ことができる。ところが，両者の調音方法は舌の形状に大きな差異が認められるため，ただ 1
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つの音標文字をもって代表させるのは好ましくなく，より抽象化した音標文字を定義するな

どの方策が望ましいかもしれない。この記述方法はしかしながら，1節で言及した Tournadre

and Suzuki (forthcoming) の提示する pandialectal phonetic description の理念と一致を見るもの

ではない。方言研究においては，本稿 4節のように方言間の比較を行うことを念頭に置く必

要があるため，1方言の内的事情による表記の簡素化は比較時に大きい問題をもたらすこと

があるという危惧がある。張濟川 (2009: 358) に類似の指摘がある。

いずれにせよ，先行研究は以上の 2つの音を 1音素であると述べない点で問題がある一方，

表記の書き分けを行っている点は評価できると考える。

なお，王曉松 (2008) の原文では ‘ğ’ であるべきところが ‘s’ と書かれているが，単なる誤

植であろう。
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語彙リスト

配列は華侃　主編 (2002)に準拠し，名詞（天文地理，人体，人物，家畜，その他の

動物，植物，食物，衣料装飾，住居，生活用具，その他道具，文化教育，抽象物，位置

方角，時間），数字，数量詞，代名詞，形容詞，動詞の順である。名詞は，意味によっ

て小区分を設けた。

天文地理

天　　　¯HnÕ

太陽　　´ői ma

光　　　ˆői w8P

月　　　´nda wa

星　　　 h̄k@ jã

天気　　¯HnÕ nda

雲　　　 h̄çı̃

雷　　　`ñéOP

風　　　¯HlÕ

雨　　　´úùhğ ja

虹　　　 ǖa

雪　　　´khA:

雹　　　´ChA:

霜　　　´pa mw@

露　　　´s@ úùhW

霧　　　`n
˚

Õ jOP

氷　　　¯ñéOP

火　　　 ő̄@

煙　　　´te ja

電気　　´tjẽ

空気　　¯HbOP

蒸気　　¯HlÕ ba

旱魃　　 h̄kÕ

水害　　`úùhW luP

世界　　´ndzÕ bW lı̃

地　　　 s̄ha

山　　　 r̄@

尾根　　´la

谷　　　ˆr@ xhOP

がけ　　´çAP

岩石　　´çAP r@

洞窟　　´tõ

川　　　 ú̄ùhW

湖　　　 n̄
˚tshw@

海　　　´Hdýa n
˚tshw@

渡し場　 ú̄ùhW kha

池　　　 ù̄hW Hdýı̃

溝　　　`úùhW xhOP

井戸　　 ú̄ùhW őiP

杭　　　´tõ

土手　　 ú̄ùhW kha

道　　　´lÕ

平原　　 t̄hÕ

沼　　　´HdÕ

土　　　 s̄ha

畑　　　´ùẽj
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水田　　 ú̄ùhW üẽj

乾燥地　 s̄h@ hkÕ

農区　　ˆrõ wa

石　　　¯Hdw@

砂　　　´çÃ:

泥　　　ˆndÕ bAP

水　　　 ú̄ùhW

波　　　`úùhW ba

泉　　　`úùhW őiP

温泉　　´tsh@ úùhW

森　　　 n̄AP

草地　　 h̄pÕ

鉱石　　´Hdw@ r@

金　　　 h̄sę:

銀　　　¯HNWj

銅　　　´sÕ

鉄　　　`húùAP

錫　　　¯HüAP

黄銅　　´sÕ

炭　　　ˆCh0: tha / ´Ch0 Ha

場所　　 s̄ha úùha

長江　　¯ñé@ úùhW

ラサ　　 l̄
˚
a sha

ポタラ宮　´pu ta l
˚
a gõ

町　　　¯Hdzõ

村　　　´ji: tshw@

橋　　　´ndzÕ ba

家　　　ˆte: dAP

故郷　　 p̄ha j0:

人体

体　　　´le: pw@

頭　　　¯Ngw@

髪　　　 h̄ca

お下げ　 h̄ca hl
˚
a

額　　　 t̄h0P pa

眉毛　　¯Hői: hpW

睫毛　　¯Hdz@ hpW

目　　　`HőiP

鼻　　　 n̄
˚

Ã:

鼻の穴　´n
˚

a ,Õ

耳　　　 n̄a üw@

顔　　　¯Hdõ

ほほ　　¯Hdõ rA:

口　　　 k̄ha

唇　　　¯ï̊úùhW hpje

あごひげ　´Pa tsõ

あご　　´me: ő̊@

首　　　`hcAP pa

肩　　　 h̄pÕ ba

背　　　ˆHgÕ lje

脇　　　`ï̊úùhẽ lAP üOP

胸　　　´çÕ

乳　　　´wÃ:

腹　　　´Pa po

へそ　　´Pa ht0 Ha

腰　　　 s̄h@
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尻　　　`n
˚tshoP n

˚
AP

太もも　¯Hzo

ひざ　　 p̄i: mw@

足　　　 h̄k@ mba

くるぶし　`hkÕ lAP

腕　　　 h̄pÕ ba

手　　　´lAP ka

指　　　´ndzW ji

手のひら　ˆlAP rjuP

親指　　´ndzeP hpẽj mw@

中指　　 h̄tse ndzeP

小指　　´ndze: üÕ

爪　　　´Cha mõ

拳　　　`mbu tshuP

皮膚　　 ù̄ha hpje

あざ　　¯m
˚

jã:

傷　　　¯Hma

傷口　　¯Hma Hba

しみ　　`̊őaP

血　　　`chAP

筋肉　　 h̄ts@ Hdý0

脈　　　 c̄hAP lÕ

脳　　　¯Hle: wa

骨　　　´re kwã

肋骨　　 h̄ts@: dýW

関節　　`tshejP

歯　　　 s̄hw@

舌　　　 h̄úù@ lj@

心臓　　¯̊őı̃

肝臓　　¯ï̊úùhẽ ba

腎臓　　¯N̊khi: lj@

胆嚢　　¯ő̊tChẽ ba

胃　　　 p̄hu wa

腸　　　¯HdýW lj@

大腸　　¯HdýW hkW:

小腸　　`HdýW nAP

大便　　 h̄tCAP wa

小便　　 h̄úùẽj

屁　　　 C̄h ı̃

汗　　　¯HNW: úùhW

痰　　　ˆleP n
˚

OP

つば　　´úùhe jÃ

鼻水　　`n
˚

OP

涙　　　¯Hői: úùhW

膿　　　`HnAP

垢　　　´úeP jÃ

声　　　`hkeP

死体　　´rw@

命　　　`hsuP

寿命　　 t̄Ch@

人物

人　　　 n̄@

人民　　´mi ch@

平民　　´mi ch@

チベット人　´pejP
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漢族　　¯Hdýa

蒙古族　`mõ ku

ナシ族　¯ïãüÕ

ロロ族　 l̄o lo

ペー族　¯HlE bo

リス族　´lje shw@

回族　　¯Ngo HgW:

半漢半蔵　`Hdýa mi pejP

外国人　´Hdýe: khOP sho ji ´n@

大人　　 n̄@ ´úùhu:

子供　　´çi:

赤ん坊　´çi: ´mi mje

老人　　 n̄@ ¯Hge: pw@

老婦人　`ma: ma ¯Hge: pw@

男　　　 n̄@

女　　　`n@ ùhAP

男女　　`n@ n@ úùhAP

少年　　 p̄hu hsę:

少女　　´po mw@

公務員　 h̄pẽj bw@

商人　　 t̄shõ ˆHdýO: n@

医者　　¯m
˚

jẽ ba

農民　　´ùẽj ˆto:n@

軍人　　¯HmA: n@

牧民　　ˆHdze: tsho n@

牧人　　´Hdze: Hzw@

大工　　¯Hý0:

鍛冶屋　´NgA:

料理人　´n
˚thÕ sha Hzw@ n@

英雄　　 h̄pa w@

独身　　´tCi: htÕ

学者　　´ji ,e ˆHýÕ n@

代表　　`tshOP

こじき　 h̄çÕ bw@ h̄l
˚
Õ n@

泥棒　　 h̄kẽ ma

病人　　´ne: wa

仇　　　¯Hãa:

王　　　´Hdýe: bw@

官　　　 h̄pẽj bw@

首領　　`Ngw@ chiP

友人　　´ruP

お供　　ˆlÕ ruP

教師　　 l̄O: s@

仕立て屋　´ku zã húùwi n@

靴屋　　 l̄
˚
Õ Hzw@

石屋　　¯Hdw@ Hzw@

肉屋　　`hùe: ùõ n@

四肢障碍者　 h̄kÕ üAP

視覚障碍者　¯HőiP lõ

聴覚障碍者　 n̄a wẽj

禿げの人　`Ngo lejP

あばたのある人　`ődýa hpuP

猫背の人　`htA: mw@

ばか者　 h̄kO: pa

狂人　　¯̊őõ ba

どもる人　`Hdýa htjo:

主人　　ˆtej HdAP

客　　　¯ïã0: mw@

知り合い　´Nw@ ùhi:

知らない人　´Nw@ ´ma ùhi: n@
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下男　　`HjuP

下女　　¯Hjo: mw@

祖先　　ˆHgo HguP

祖父　　 ő̄@ ő@

祖母　　`ma: ma

父　　　 b̄a

母　　　¯ma

両親　　`ba ma

息子　　´pW sha

息子の嫁　¯Hna:

娘　　　´po mw@

娘婿　　¯mA wa

孫息子　´tsha w@

孫娘　　´tsha mw@

兄　　　 j̄a ja

姉　　　´Pa ü@

弟　　　´ni bw@

妹　　　´n@ mw@

父の兄　 k̄W kW

父の兄の妻　¯wÃ wÃ

父の弟　 k̄W kW

父の弟の妻　´Pa wÃ

甥　　　´tsha w@

兄弟　　´pW hpẽj

姉妹　　 h̄pẽj

母の兄弟　´PA:

母の兄弟の妻　´Pa wÃ

母の姉妹の夫　´Pa üÕ / k̄W kW

母の姉妹　´Pa wÃ

父の姉妹の夫　´Pa kW

父の姉妹　´Pa ni

義理の父　 b̄a

義理の母　¯ma

家族　　´nÕ n@

親戚　　`rWP

夫　　　¯mA: wa

妻　　　¯Hna:

未亡人　´jO: sha

孤児　　´tCOP l@j

家畜

家畜　　ˆchA: ChAP

牛　　　´pa

黄牛　　¯Hlã / ´pa

水牛　　 ú̄ùhe HlÕ

ヤク　　`HjAP

めすヤク　¯ñé@

ゾ　　　 n̄dzw@

めすゾ　´ndzo mw@

子牛　　´pi:

おす牛　¯Hlã

めす牛　´pa

乳牛　　¯Hüõ ma

荷駄獣　 k̄hi:

湿牛糞　ˆpa htCAP

乾牛糞　ˆpa htCAP h̄kÕ bw@

角　　　´rwa
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皮　　　 k̄8:

毛　　　 h̄pW

尾　　　 n̄da wã

馬　　　 h̄ta

子馬　　 h̄t0:

荷馬　　 h̄ta khi:

馬糞　　`hta htCAP

羊　　　´lOP

綿羊　　´lOP

めす綿羊　´lO: ma

山羊　　´ra

子山羊　´ra ´mi mje

子綿羊　´le Hi

羊毛　　´pi:

羊糞　　ˆlO: htCAP

騾馬　　 ú̄ejP

ロバ　　`ú0: ko rw@

らくだ　¯HNa mõ

ぶた　　`phAP

めすぶた　´phA: ma

おすぶた　`phA: ja

子ぶた　´phje

ぶた糞　`phA: htCAP

犬　　　 t̄sh@

めす犬　 t̄sh@ ma

猟犬　　¯̊őã tsh@

犬糞　　`tsh@ htCAP

猫　　　 P̄a ljW

うさぎ　`hpõ jAP

鶏　　　´Ca

おんどり　 k̄o ht0:

めんどり　´Ca ma

ひよこ　´C0:

とさか　´s@ tCoP

翼　　　ˆndO: pa

羽　　　´ïã@ wã / ´Ca hpW

鶏糞　　ˆCe: htCAP

鴨　　　 ú̄ùhW ja / ú̄ùhW ýa

がちょう　´NO: pa

鳩　　　´phOP rwı̃

その他の動物

猛獣　　 h̄úùẽ zẽ

虎　　　`htAP

獅子　　 s̄hẽ ñé@

龍　　　`ñéOP

爪　　　¯Hb@ húù@:

猿　　　´Pa hu:

象　　　¯HlÃ mbw@ úùh@

野牛　　`HjA: Hg8jP

豹　　　`HýiP

熊/パンダ　´tõ

いのしし　`phA: Hg8jP

鹿　　　´ùhA:

キバノロ　¯Hla:

麝香　　¯Hla hts@
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野ロバ　`hta Hg8jP

ねずみ　´Cwa

ねずみ糞　ˆC0: htCAP

リス　　´thÕ ýwa

いたち　 h̄C@ mõ

狼　　　 h̄CÕ ch@

狐　　　´wa

鳥　　　´C0:

鳥の巣　´C0: tshÕ

鳥糞　　ˆC0: htCAP

鷹　　　¯Hg8jP

はやぶさ　 c̄ha

ふくろう　´HO: pa

ツバメ　´úùh0 ý0 m@

からす　ˆCa ruP

鸚鵡　　´Pa w@ őe tsw@

啄木鳥　`ùhẽj htsoP w@ ´C0:

カッコウ　`ko ku

孔雀　　¯Hma ýa

蛇　　　`H,u:

蛙　　　´Hbi: ja

トカゲ　´Pa ji: ïã@ wã

魚　　　´őa

虫　　　¯mbW

蚤　　　´Hãüwa

しらみ　`ChiP

蚊　　　¯mbW ùh@ mw@

蜘蛛　　ˆHdýe őa: ka ra

蜘蛛の糸　ˆHdýe őa: ka ra t̄shÕ

ミツバチ　´HbjÕ

蝶　　　´ChÃ: ka ljOP

植物

木　　　´ùhẽj pÕ

枝　　　ˆùhẽj lAP

根　　　´ùhẽj htsa

葉　　　ˆPa lAP

花　　　ˆmbe duP

柳　　　`HlÕ Ha ùhẽj pÕ

松　　　´thÕ ùhẽj

松脂　　´thÕ úùhW

栴檀　　 t̄sẽj ùẽj

竹　　　`̊őiP ja

果物　　 C̄h0: tho

桃　　　´khÕ bW

梨　　　 C̄@ lj@

みかん　¯HNW ja: khÕ bW

柿　　　 t̄hoP rw@

はすの花　 p̄e: ma

冬虫夏草　¯mbW htsa

サトウキビ　¯HJÕ ùhẽj

胡桃　　´Hgo thw@

穀物　　`thuP

食料　　`HdýAP

米　　　¯NgW:
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種　　　´sho n8̃j

穂　　　¯̊ői ma

玄米　　¯ñéW Ha

小麦　　´cw@

裸麦　　´na:

とうもろこし　´kha ùhẽj

大麻　　 ç̄Ã:

野菜　　´tsh8̊ je:

大根　　´lo pOP

唐辛子　´Hg@ mu

たまねぎ　 t̄sõ

ジャガイモ　´jÃ j0

食用種子　 k̄wa

大豆　　 h̄s@ jã

落花生　´xwa ùẽ

草　　　 h̄tswa

きのこ　´ùhõ:

ひまわり　´kwa ts@ ˆmbe duP

米　　　¯NgW:

食物

ごはん　´sẼ

粥　　　`NgW: thOP

小麦粉　´HãẼ

モモ　　´khwa

麺　　　´mjẼ

蒸しパン　´mo mo ´khwa

朝食　　´ùu: ra

昼食　　 C̄he ãüa

夕食　　´sÃ:

ミルクティー　´úùa hkW:

肉　　　 ù̄ha

赤身　　`ùha nAP

油　　　 n̄
˚

ũ

植物油　`n
˚

ũ nAP

脂肪油　 t̄Ch@

バター　´mu:

脱脂粉乳　´úùhW ,wa:

ヨーグルト　´ùw@

チーズ　`thejP

ツァンパ　 h̄tsÃ mba

牛肉　　 ù̄hej ùha

塩　　　 t̄sha

砂糖　　¯HJÕ hkW:

卵　　　¯Hgwa

スープ　´ch@ Ha

酒　　　 ú̄ùhÕ / ˆPa rAP

湯　　　´úùhW Hgu:

茶　　　´úùa

タバコ　 j̄Ẽ

薬　　　¯m
˚

jẽ

ぶたの餌　ˆphA: htw@

鼻タバコ　 n̄
˚

a da
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衣料装飾

糸　　　 h̄kW ja

布　　　´re:

絹　　　ˆtW hkejP

絹製品　´ko úùẽ

コート　´re: ´ku zẽ

袈裟　　¯Hzẽ

毛織物　´n
˚thi: jã

衣服　　´ku zẽ

チュバ　´pe: Hgwẽ

襟　　　`hc@ pAP

袖　　　´phW ndÕ

ボタン　´Hbej tC@

ズボン　 h̄to ma:

スカート　´tCh@j Hgu:

スカーフ　 ù̄u htCi:

帽子　　´ùwa

ベルト　`hk@ rAP

靴下　　´wa ts@

靴　　　 l̄
˚
Õ

ブーツ　´ődýuP hta

シャツ　´nÕ ha n
˚thAP

起毛ジャケット　 h̄l
˚
A: pa

ハンカチ　´ha ődýı̃

櫛　　　´shw@ N@

カーテン　´Hba ju

宝石　　´no: HbW

珊瑚　　ˆC@ rOP

象牙　　´pa shw@

イヤリング　¯Hna lo ´n
˚thA: sha

ネックレス　 h̄ca pa ´n
˚thu: sha

指輪　　ˆshu duP

ブレスレット　´lA: ő̊Õ

住居

枕　　　¯̊NE: / ¯̊NE: hpõ

布団　　¯Hlo HdẼ

座布団　´HdẼ

家　　　 t̄Chõ

屋根　　¯Hgu Hdı̃

宿屋　　´Hde: sha

軒　　　¯Hg0: / ¯Ng0 kha

土台　　 s̄ha üı̃

キッチン　´sẼ ´Hzu sha

階層建築　 t̄Chõ h̄kÕ rẽ

階上　　¯HgÕ

階下　　´ùoP

倉庫　　´pjÕ

牛小屋　´ChuP ra

ぶた小屋　 p̄hAP tshÕ

馬小屋　 h̄ta ra

羊小屋　´lOP ra

鳥小屋　´Ca tÕ
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レンガ　 ú̄ùwã

瓦　　　´wa

壁　　　´tCÕ

丸太　　 ù̄hẽj

板　　　`hpÕ ljOP

柱　　　 k̄a:

門　　　¯Hgw@

閂　　　´Hgu nda

玄関　　¯Hgw@ ãüã

窓　　　´Hgw@ üÕ

階段　　 h̄ke:

梁　　　¯HdÕ ma

ステップ　 h̄ke:

テント　´ko:

竹垣　　¯HdÕ ra

庭　　　´Hdýa ra

トイレ　 s̄h@ shõ Hde: sha

生活用具

もの　　 C̄e wa

テーブル　´úùo: ts@

いす　　´Hdo: HdẼ

ベッド　`ch@

箱　　　´HgÕ

キャビネット　´HgÕ

入れ物　´HgÕ

ガラス　 ù̄hi: Hgw@

鏡　　　 ù̄hi: Hgw@

箒　　　´ChAP ma

明かり　 t̄ẽ

蝋燭　　ˆla úùu

薪　　　 ù̄hẽj

炭　　　´Ch0 Ha

線香　　 h̄pẽj

染料　　 t̄Ch0:

かまど　´thOP xha

鉄なべ　 h̄úùhA: dzÃ

フライパン　´tsh8̃ ja N̊õ sha

蒸し器　`hpõ sha

ふた　　 k̄ha ljOP

ナイフ　´c@ üÕ

柄杓　　 h̄tCAP zę:

スプーン　´khO djW

しゃもじ　´shÕ thõ

木製椀　 ù̄hẽj phu:

ボウル　´ph@ r@

皿　　　¯Hdi:

箸　　　´ùhÕ

瓶　　　´cA:

ポット　´HdzÃ:

壷　　　´úùha xu

茶漉し　ˆúùa tshAP

水がめ　´úùhW ra

バケツ　 t̄hõ

木製盆　´phẽ ts@
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背負いかご　´Cha bW

ふいご　¯wo: toP

吊りベルト　´thAP ja

秤　　　´HdýÃ:

斗　　　´Hdýa ma

お金　　¯HNWj

商品　　 C̄e wa

定規　　´ù@ ts@

針　　　`khOP

はさみ　´tChA: tẽ

はしご　 h̄ke:

傘　　　¯HdOP

鎖　　　`Hgo xhOP

車輪　　¯mbw@ lw@

鞍　　　 h̄ta Hga

鞭　　　`hta húùAP

めがね　¯Hői: ùhi:

印鑑　　`thiP

牛皮縄　`kwa: ji ´thAP ja

船　　　´wa

電車　　 x̄wo úùhe

飛行機　 h̄úùA: ýa

その他道具

道具　　´lA: úùhe

斧　　　 h̄ta r@

金槌　　 t̄ho wa

鋸　　　´sho lj@

鍬　　　¯Hő@ hùej

鉄の鍬　 t̄hõ ba

鋤　　　´pha ts@

皮の袋　`kwa je ¯Hdýw@

ガソリン　 n̄
˚

ũ

縄　　　´thAP ja

肥料　　ˆlWjP

鎌　　　´so wa

水槽　　 ú̄ùhA:

ふるい　`Hé@ shOP

織機　　`úh@ tChi

包丁　　´ù@ lÕ

ほら貝　´tÕ

銃　　　´ő@ nda

弾　　　 n̄d0:

矢　　　 n̄da

わな　　¯̊ő@

落とし穴　¯̊ő@

火薬　　´ő@ Hdz@

毒　　　´tOP

網　　　´tCa

贈り物　ˆlA: mbOP

ノート　´je é@

キルト　 h̄pej xo

マットレス　´őe: hpÃ
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文化教育

文字　　´je é@

絵　　　´thu xwa

本　　　´je é@

紙　　　´ùh8 ji

ペン　　´pi

インク　`n
˚

AP

学校　　´Cwo thÃ

話　　　´kha ùhw@

チベット語　ˆpe hkeP

チベット文語　ˆpej jiP

名前　　´őÕ

姓　　　´őÕ

記号　　`htAP

新聞　　´po úù@

物語　　 h̄tÕ hpj@

ことわざ　 h̄tÕ ´khe: hp@

笑い話　´Hga zw@ zw@

声　　　`hkeP

歌　　　¯HjÕ

民謡　　´Pa la

踊り　　ˆtsh@ lAP ´HdÕ

太鼓　　¯HNa

ベル　　`úùhW tsh8jP

ラッパ　´tÕ

お面　　¯mbAP Ngw@

宗教　　 t̄Ch0:

宗派　　ˆtCh0: khW

信仰　　¯Hdı̃ pa

神仏　　 l̄
˚
a

女神　　 l̄
˚
a mw@

鬼　　　¯̊Na ïã@

女鬼　　 h̄sẽ mw@

悪魔　　`HdWjP / ¯HdWjP phw@ / ¯HdWjP mw@

霊魂　　¯Hla wÃ

魂　　　¯Hla

円寂　　`hùAP

天堂　　 l̄
˚
a ji:

運　　　¯HlÕ da

縁　　　´le:

善行　　ˆle: HzÃ bw@

ラマ　　¯Hla ma

活仏　　¯Hla ma

僧侶　　ˆPa dAP

尼　　　´úùo mw@

ボン教　´pẽj

還俗僧　ˆpẼ luP

占い師　¯Hmw@ ˆHdo: n@

地獄　　¯HőO: wã

経堂　　 l̄
˚
a khÕ

六字真言　´ma ïe

白塔　　´ï̊úùho htı̃

火葬　　`hùAP

墓　　　´to:

バター灯　´mu: ő@

生命樹　¯Hla ùhẽj

呪文　　`̊NAP

数珠　　 ç̄he Na

金剛　　´Hdo ü@

天蓋　　´Hdýe n
˚tshẼ
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抽象物

地位　　´ko sha

権力　　¯Hbõ

給料　　 k̄õ ts@

税金　　´Hg@ khi:

優待　　 p̄hẼ n0̃j

答え　　ˆlẽ htje

苦しみ　`HdOP

間違い　´nu:

危険　　 k̄he NE: úùhu:

区別　　´ma ïãa sha

空間　　`Ch0P

吉祥　　`húa ùhi pa

感謝　　 k̄ha rẼ

裂け目　`Nge: tsha

痕跡　　´Hãüi:

沈殿物　¯̊Na: ma

影　　　´Pa Nga

色　　　 t̄Ch0: kha

夢　　　¯Hő@ lÕ

精神　　`ChÕ n@

考え　　ˆúẽ tsha

外見　　´ïãa tsh0:

事情　　´le:

力　　　`ùhuP

監獄　　ˆlo kEP

うわさ　 h̄tÕ

裸足　　 h̄kÕ Hãü@:

引き出し　 h̄kÃ úùõ

勝利　　`húAP

国家　　ˆHdýe: khOP

経験　　´őÕ

会議　　`khaj xwi

距離　　ˆlÕ thAP

歩行　　 h̄kÃ ba m
˚pho xho

位置方角

方向　　`ChuP

東　　　`ùhğ: ChuP

南　　　`l
˚
o ChuP

西　　　ˆnõ ChuP

北　　　ˆCÕ ChuP

中間　　`hts@: hkiP

そば　　 ő̄Õ zoP

左　　　ˆtsh@ duP / `Hje lAP

右　　　`te lAP

前　　　¯̊Ne ma

後　　　¯Ngu tha

外側　　`ődýoP

内側　　´nÕ

隅　　　´so:

先端　　 h̄tsÕ

周り　　ˆtsh@ duP ph@ duP
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近所　　 t̄hA: thÕ

境界線　`n
˚tsheP

頂上　　¯Ngu htı̃

上側　　`HgÕ thuP

下側　　´ùo: ra

上　　　¯HgÕ

下　　　ˆùo: r@

下の方　´ùoP

高いところ　¯HgÕ

以上　　¯ïã@: ´g@ húùe

以下　　¯ïã@ ´ùğ: ãüe

上へ　　 H̄W HgÕ

下へ　　´ù@ ùoP

上半身　ˆle: pw@ ´HW HgÕ

下半身　ˆle: pw@ ´ùoP

端　　　 n̄
˚tha

底　　　´ùoP

時間

時間　　´tWj tsh8P

今日　　´ta rẽj

昨日　　´khE tsÕ

おととい　´khaj ő̄Ẽ bw@

さきおととい　¯̊Ne: ő̄Ẽ bw@

明日　　´shÕ őı̃

あさって　¯HnO: n@

しあさって　`HnÕ dýoP

今晩　　ˆto nWP

明日の晩　`shÕ nuP

昨日の晩　`kh@ nuP / ´n@ shõ

昼間　　´őı̃ bu

朝　　　´ùo: wa

正午　　´ú@ úõ HoP

夕方　　 s̄h@ g@

夜　　　ˆnÕ CeP

夜中　　 n̄
˚tshẽ

真夜中　`n
˚tshẽ CheP

えと　　´lo ùhẽ

ね　　　´Cwa

うし　　¯HlÕ

とら　　`htAP

う　　　´j0:

たつ　　`ñéOP

み　　　´,u:

うま　　 h̄ta

ひつじ　´lOP

さる　　 h̄ç0: / h̄u:

とり　　´Ca

いぬ　　 t̄sh@

ぶた　　`phAP

日　　　´ői: r@

1日　　`tChi: ýiP

2日　　 t̄Chi: n@

月　　　´nda wa

午前　　´ùo wa

午後　　 C̄he ra n
˚thõ t0: / ´úu rÕ n

˚thõ t0:

1月　　ˆnda ýiP
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2月　　´nda n@

12月　　´nda wa h̄úùo: n@

上旬　　´nda wa ¯Ngw@

中旬　　ˆnda htse

下旬　　´nda n
˚tha

誕生日　 h̄tC@ tChi

年　　　´lw@

年齢　　´lw@

最近　　`őe őA: Hge g@

今年　　´to lw@

去年　　´na ni

おとどし　¯̊Nẽ ni

来年　　´shÕ lw@

再来年　¯HnÕ lw@

昔　　　¯̊Ne: ma

今　　　´tE:

未来　　ˆshÕ jÕ pe: kh@

はじめ　¯Ngo Ngu:

春　　　`hCeP / ý̄ę kha

夏　　　¯Hj@ kha

秋　　　 h̄t8̃j kha

冬　　　¯Hg0̃j kha

新年　　´lw@ hsę:

閏月　　ˆnda l
˚
AP

祭り　　´tWj úùhẽ

数字

一　　　`htCiP

二　　　 n̄@j

三　　　 h̄sõ

四　　　´ü@

五　　　 N̄a

六　　　`úOP

七　　　¯HdẼ

八　　　`HdýeP

九　　　¯HgW

十　　　 h̄úùW

十一　　`húùo: ýiP

十二　　 h̄úùo: n@

十三　　 h̄úùo: hsõ

十四　　 h̄úù0: ü@

十五　　 h̄úùE: Na

十六　　`húù@ úOP

十七　　 h̄úù0: HdẼ

十八　　`húù0: HdýeP

十九　　 h̄úù0: HgW

二十　　´ő@ ùhW

二十一　´ő@ ùhW `htsa: htCiP

二十八　´ő@ ùhW `htsa: HdýeP

三十　　 s̄hõ úùW

三十二　 s̄hõ úùW h̄tsa: Hn@j

三十八　 s̄hõ úùW `htsa: HdýeP

四十　　´ü@ húùW

四十三　´ü@ húùW h̄tsa: hsõ

五十　　 N̄a húùW
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五十四　 N̄a húùW h̄tsa: ü@

六十　　´úO: úùW

六十五　´úO: úùW h̄tsa: Na

七十　　¯HdẼ úùW

七十六　¯HdẼ úùW `htsa úOP

八十　　´Hdýe: úùW

八十七　´Hdýe: úùW h̄tsa: HdẼ

九十　　¯HgW húùW

九十八　¯HgW húùW `htsa: HdýeP

九十九　¯HgW húùW h̄tsa: HgW

百　　　¯Hdýa

百一　　`Hdýa: d@ `htCiP

百八　　`Hdýa: d@ `HdýeP

百八十　`Hdýa: d@ ´Hdýe: úùW

千　　　`htõ úhAP

万　　　`úh@ úhAP

十万　　`mbu úhAP

半分　　`CheP

第 1　　 P̄ã ´tÃ mw@

数量詞

1人　　`n@ htCiP

1碗　　´ph@ r@ htCiP

1腔　　 k̄hÃ mw@ ´kÕ

1ページ　`hpÕ ljOP htCiP / ˆùh0: ljOP htCiP

1本の草　`htswa htCiP

1粒の米　¯NgW: Nga htCiP

1つかみの野菜　´tsh8̃ ja je `hpõ htCiP

2つかみの米　¯NgW: h̄põ bo n̄@j

1杯　　 p̄hÕ ´kÕ

1桶の水　 ú̄ùhW t̄hõ ´kÕ

1碗のごはん　´NgW: ´ph@ r@ ´kÕ

1つかみの土　 s̄ha rẽ htCiP

1時間　`úùhW tsh8jP htCiP

1輪の花　ˆmbe duP htCiP

1文　　´kha ùhw@ htCiP

1そろいの靴　 l̄
˚̃O `úùha htCiP

1対のウサギ　`hpõ jAP `úùha htCiP

1群れの羊　´lOP jw@ htCiP

1区画の道路　ˆlÕ tshejP htCiP

1節　　`tshejP ´kÕ

1日の旅程　ˆőa: htCiP je ˆlÕ thAP

片方の靴　 l̄
˚
Õ ja htCiP

1巻きの紙　´ùh8 ji t̄hõ ´kÕ

1口の食事　´sẼ thoP Hdýi ¯ï̊úùha

1枚の布　´re: l
˚
A: htCiP

1かご　´ùh@ bu ´kÕ

1セット　 h̄põ ´kÕ

1歳の馬　ˆlw@ htCiP je h̄ta

1袋　　¯HdýeP ´kÕ

1串の玉　 ç̄he Na htCiP

1滴の油　`n
˚

ũ nAP `thiP htCiP

2階　　 t̄Chõ htu: n̄@j

1つの部屋　`tChõ htCiP

1瓶の酒　ˆPa rAP ´cA: ´kÕ
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1つの泥　ˆndÕ bAP htCiP

1斤　　´HdýÃ: ´kÕ

1[肘の長さの単位]　ˆkõ tshoP htCiP

1寸　　`tshe htCiP

1元　　`úùh@ htCiP

1角　　`htõ htCiP

1分　　`hkW: htCiP

1畝　　ˆmu htCiP

少しの間　`hts@ hkeP

1日　　ˆőa: htCiP

1夜　　`n
˚tshẽ htCiP

1か月　´nda wa htCiP

1年　　ˆlw@ htCiP

1歳　　ˆlw@ htCiP

一生　　´őe tCh@ htCiP / ´őe Ch@ htCiP

1歩　　 h̄põ mba ˆkÕ p@

1度　　ˆHu htCiP

1声あげる　ˆHu htCiP ¯mbejP

1回打つ　 h̄tCiP `HlOP

1噛みする　 k̄ha hkÕ ¯ïãE:

いくらか　`hts@ hkeP / h̄tse: r@

いくつか　¯Nga: r@

毎日　　´ői thi: / ´ői: t̄@ ùh0: ´kÕ

それぞれ　 k̄ẽ Nga:

1倍　　ˆői HluP

毎晩　　ˆnW: t̄@ ùh0:

1すくい　ˆlA: xhoP ´kÕ

代名詞

私　　　´Na

私たち 2人　´Pa wo n@j

私たち　´Pa wo kẽ

あなた　`tCh0P

あなた（敬称）　`tCh0P

あなたたち 2人　ˆtCh0P ïA: n@j

あなたたち　ˆtCh0P ïA: kẽ

彼（彼女）　 k̄hw@

彼ら 2人　ˆkho ïA: n@j

彼ら　　ˆkho ïA: kẽ

我々　　´Pa wo kẽ

我々 2人　´Pa wo n@j

皆　　　´Pa wu k̄ẽ

自分　　´Na ´Na

他の人　ˆho ïA: kẽ

これ　　 n̄dj@ / n̄dj@

これら　 P̄a ői ch@

ここ　　ˆnde za

この辺　´ndi je / ´ndi duP

この 2つ　`ndj@ n@j

このような　´Ho ői ïãa

あれ（近）　¯wo tje

あれ（遠）　 P̄a tje

あれら　 P̄a t@ ch@

あそこ　 P̄a tje za

あの辺　ˆHo duP
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あのような　´Ho t@ ïãa

誰　　　 s̄hW

誰ら　　`shW ïA: kẽ

何　　　´k@ djW / ´k@ ljW

どこ　　ˆka: za

いつ　　´k@ zẽ

どのように　ˆk@ zoP

どれくらい　ˆk@ ýeP

いくつ　´m@ őÕ ˆk@ ýeP

そのほか　 s̄ho ja: ch@

おのおの　ˆrÕ rÕ

一切　　`kẽ Nga

すべて　 k̄ẽ kẽ

今回　　 H̄o ői ˆHu n@

いつか　 t̄hO: r@ thO: ù@

形容詞

大きい　´nda nde

小さい　´mi mje

太い　　¯Hbu tẽj

細い　　´çh@ htse

高い　　¯HgÕ rı̃

低い　　ˆnde ődýAP

凸の　　´shu Ho

凹の　　`xhOP

でこぼこの　 n̄
˚tho n

˚tho mi mje

長い　　´rẽj bw@

短い　　ˆthÕ lej

遠い　　¯ődýÕ rẽj

近い　　 t̄hA: thÕ

中間の　´ma rẽj ´ma thÕ

幅広い　¯Hdýa rẽj

狭い　　¯Hdýa rÕ / ˆHdu: çha

広々した　¯Hdýa rẽj

狭窄の　ˆHdu: çha

厚い　　`n
˚thOP pa

薄い　　`hso hsOP

深い　　´sOP

浅い　　`hso hsOP

満ちた　´kÕ

空の　　 h̄tõ ba

多い　　´mÕ bw@

少ない　´ő@ őÕ

四角い　´r@ kÕ

丸い　　¯Hgo Hgu:

平たい　ˆlj@ ljOP

尖った　`htsÕ çha

はげた　`Ngw@ leP

水平の　`Ngw@ ljoP

おもての　ˆúÕ ChuP

命中した　`n
˚thiP

偏った　ˆxheP xheP

歪んだ　´jw@ jw@

横の　　 h̄x@ ő̊i: tsa

縦の　　 h̄ùi ´úÕ bw@

まっすぐな　´úÕ bw@

曲がった　¯Hg@ Hgo:

108



鈴木 カムチベット語香格里拉県小中甸郷吹亞頂 [Choswateng] 方言の音声分析と語彙

曲がりくねった　¯Hg@ Hgo:

黒い　　ˆnAP nAP

白い　　 h̄kW hkW:

赤い　　¯Hmo: Hmo:

黄色い　 s̄h@ shę:

緑の　　¯HdýÕ

青い　　¯̊Nõ N̊õ

明るい　`hCi: çha

暗い　　´nA: HgÕ

重い　　´Hãüe: ba

軽い　　´jÃ Cı̃

速い　　¯ődýA wa

ゆっくりの　´ka lje

早い　　¯̊Nã

遅い　　 s̄h@

鋭利な　`Hnw@ çha

鈍い　　´ma Hnw@

澄んだ　´tÕ rAP

太った　´HdýA: ba

肥えた　´HdýA: ba

やせた　 h̄kÕ bw@

乾いた　 h̄kÕ bw@

湿った　 ù̄ğ wa / `ùğ: çha

濃い　　`ka lje

希薄な　´tÕ rAP

疎な　　´ő@ őÕ / `hso hsOP

硬い　　 h̄sa hkõ

軟らかい　`̊ő@ lej

粘つく　ˆC0: weP

つるつるの　`HJ@ lej

ざらざらの　`htCõ çha

滑る　　`HJ@ lej

きつい　ˆtÕ çha

ゆるい　`l
˚
0 l

˚
0P

固い　　 h̄sa hkõ

乱れた　ˆkẼ úAP

正しい　 n̄dzo: htw@

誤った　´nu:

真の　　 n̄di: mbje

にせの　´Hd8: zw@

生の　　´ma ő̊i: to

新しい　 h̄sę: ja

古い　　 ő̄ı̃ ba

よい　　´jA pw@

悪い　　 t̄hẼ

弱い　　ˆùẼ leP

高い　　´kõ ´nE:

安い　　´kõ ´jÕ

育ちすぎの　¯Hge:

年老いた　¯Hge:

若い　　´lo úùhÕ

美しい　¯ődýi: bw@

醜い　　ˆtsu lje

熱い　　`tsha çha

寒い　　´cÕ Cı̃

暖かい　ˆúoP l
˚
0P

温暖な　´úõ bw@

涼しい　´cÕ Cı̃

難しい　´le: hka

簡単な　´le: hl
˚
a

芳しい　´ùõ mw@ n
˚

Õ
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くさい　ˆtsu lje n
˚

Õ

おいしい　´ùõ bw@

酸っぱい　`htCo: çha

甘い　　`HNW: çha

にがい　`kha çha

辛い　　¯Hbo:

塩辛い　 t̄sha ˆkW: çha

淡白な　 t̄sha ődýÕ

暇な　　 k̄hõ

忙しい　´ma khõ

裕福な　 C̄hO: bw@

貧しい　¯Hla: htw@

清潔な　 h̄tsÕ

汚い　　ˆtsu lje

生きている　 s̄h0: lje

新鮮な　 h̄sę: ja

死んだ　 ù̄h@ tw@

明確な　 h̄Ci: pw@

おいしい　´ùõ bw@

聞きよい　´őẽ ´HdÕ n@

見よい　¯ődýi: bw@

うるさい　 n̄
˚tshu: / ´HbA:

つらい　ˆHdO: C@

退屈な　´m@ Hdý@ n@

急ぎの　¯ődýA wa

色とりどりの　 c̄ha cha

賢い　　¯HleP pa `Hna çha

愚かな　 h̄kO: pa

正直な　´úÕ bw@

ずる賢い　`Ng0j çha

注意深い　ˆù0: tshAP

和やかな　¯ődýÕ pw@

傲慢な　´wa HdýO:

適当な　 n̄dÕ zoP

凶悪な　´hsẽ Nẽ

厳しい　´wa HdýO:

けちな　`htse: kwa

まじめな　´le: h̄úùA: kw@

怠惰な　´ma n@ pa

平凡な　`hkOP

行儀のよい　 k̄ha ˆőẽ tw@

がんばった　¯Hgõ

かわいそうな　¯̊őı̃ Hãü@ / ´ma tCh ı̃

うれしい　ˆHga tC@

幸せな　 h̄tCi: pw@

平和な　¯Hde mw@

悲しい　´xW:

精通した　 k̄ẽ h̄a ˆkw@ n@

親切な　´tÕ n@ / ´tO dõ

嫌な　　´ma HgW: tw@ / ¯ődýa ődýe: tw@

単独の　ˆrÕ rÕ

崖の多い　`Hze çha

近所の　`htAP pw@

まあまあ　 ú̄ùho: tw@

珍しい　 n̄
˚thõ ´ma őÕ th@
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動詞

愛する　´Hga

好きだ　´Hga

固定する　`húùoP / `hxuP

淹れる　 h̄ku:

抜く　　¯Hbi:

耕す　　¯Hmw@

壊して開ける　 p̄@ Hgw@

整理する　`p@ húùõ p̄@ rAP

振る　　 h̄ça / `HjOP

負ける　´ùẽ

拝む　　´ïãü8:

引っ越す　 t̄Chõ `hpo:

移動させる　`hpo: / ´lÕ

助ける　´ruP ´jeP

結ぶ　　 h̄pjõ

包む　　´po

秘密を守る　`hsÕ tshAP

保護する　 h̄sÕ

満腹になる　¯ïãÕ

抱く　　 p̄õ

掘る　　`HüuP

むく　　`r
˚

iP

はぐ　　`r
˚

ejP

剥げる　`r
˚

ejP t0: ´sAP

暗唱する　´pej

背負う　´mAP

比べる　`tshe

閉ざす　 h̄tsõ

編む　　 h̄l
˚
a

変える　¯Hãü@

病気である　´na

繕う　　´ú0P

補修する　 l̄
˚
ẽ

拭く　　´úùejP

なぞかけをする　`tsheP

答えを当てる　`n
˚thjoP

裁断する　´őa

踏む　　 d̄z@

参加する　´ùOP

隠す　　´Hba

縫い目を解く　`hCiP

粉砕する　 n̄d0P

手で支える　 h̄tCõ

撒く　　 C̄h@

混ぜる　 h̄Ce htw@

ねじる　`htuP

大食いする　`HduP ji tC@ n
˚

Õ

味わう　´úùhA:

弁償する　`Hdu: C̄i:

歌う　　¯HéÕ

騒ぎたてる　¯ïã@ tshA: htsoP

炒める　`̊NõP

けんかする　¯ïã@ tshA: htsoP

沈む　　`HdOP

量る　　`HdýA: `tsheP

ほめる　`htujP

支える　 h̄tı̃

傘を開く　¯m
˚phi:
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完成する　`HzuP

盛る　　`HlOP

持ちこたえる　`HlOP `úùhuP

清める　ˆtÕ rAP

食べる　´ï̊úùha

撒き散らす　¯ődýoP

ほとばしる　´ja pw@ ú̄ùhõ

持ち出す　 t̄sh@ ùhoP

タバコを吸う　´jẼ ´n
˚thÕ

鞭打つ　¯HdÕ

出る　　 C̄h@ shõ

取り出す　 t̄sh@ lõ

日が昇る　´ői ma ù̄hğ:

出てくる　`Ch@ üuP

掘り起こす　¯HNa / ¯Hbi:

召し上がる　 h̄C0:

着る　　´kwẽ

履く　　´kwẽ

穴に通す　 h̄tsÕ

穴が開く　`m
˚phOP

伝承する　`htje

伝染する　`m
˚phu:

吹く　　 p̄u:

吹き飛ばす　ˆphu: htw@

打つ　　¯HdÕ

殴る　　`htsOP

刺し傷が痛む　´Hzę:

急ぐ　　¯m
˚phi:

よじる　 h̄ki:

間違う　´nu:

答える　´jA: ´C@:

ぶつ　　¯HdÕ

身振りで表す　´lAP ka: `HjOP

狩をする　 h̄úùẽ Hẽ ¯HzÕ

撃つ　　´ő@ nda ´HdýOP

当てる　`m
˚phuP

けんかする　 h̄t@ nÕ `n
˚thOP

散らかす　 k̄ha kha: C̄h@

分ける　ˆn@ mõ ¯Hdu: Ch@

引いてくる　 h̄úùW

薪拾いをする　 ù̄hẽj ¯HmÃ

賭ける　¯HmA:

居眠りする　ˆjO: Hlu:

あくびする　`Hj8: hW:

開ける　 C̄h@

雷が鳴る　`ñéOP ´jeP

持ち歩く　 k̄hO:

戦争に行く　`HmAP n̄dzẽj

結び目を作る　´nde: dz@ `ndejP

くしゃみする　´Pa úùhi lej

世話をする　`tshAP

導く　　`kheP

かぶる　´k8̃

身につける　´kwẽ

生まれる　 h̄tC@

遅れる　`Hge: rAP

さえぎる　`kwaP

倒れる　´lũ

倒す　　¯m
˚phi:

つき砕く　¯HdÕ
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裏返す　`tsh@ HdýuP

着く　　ˆpejP

得る　　`n
˚thuP

待つ　　`HgOP

地が震える　 s̄ha ¯NgWj

頭を下げる　¯Ngw@ h̄tsa: Hgo:

うなずく　¯Ngw@ `HjOP

点火する　 ő̄@ ´so:

燃える　¯mbu:

灯す　　´so:

詰め物をする　 h̄tı̃

しおれる　 h̄cOP

ほおばる　´ïãüeP

落ちる　´sAP

吊るす　¯Hzę:

釣る　　´úùÕ

転ぶ　　`HjOP

重ねる　`húùAP

噛みつく　´ïãüeP

叩き入れる　¯HdOP

なくす　ˆtu: rAP

理解する　 ù̄hi:

凍る　　´khẽ

動く　　 h̄çA:

読む　　 n̄dẽj

ふさぐ　¯ődýÕ

渡る　　¯Hgi:

切れる　`húùeP

折る　　`húùeP

積む　　 h̄põ

隠れる　´kOP

切り分ける　`htsOP

印を押す　 ç̄ha / ¯HdOP

飢える　`htuP

押しつける　 h̄tCiP HnE:

起こる　 h̄tCi ji tCi n@

発展する　ˆnaj úùha ´reP

怒る　　`̊őı̃ kha

誓う　　`Hna: htC@

身震いする　 n̄di:

発酵する　¯Hői:

熱がある　ˆtshA: htC@

心配する　`HdOP htC@

発芽する　 h̄pWj / ¯mbo:

翻す　　`tsh@ HdýOP

振り返る　´le: pw@ `tsh@ HdýOP

つむぐ　 h̄ki:

放置する　´üAP

入れる　`htOP

放牧する　ˆHzej n
˚tshw@

火をつける　 ő̄@ ´so:

飛ぶ　　¯Hdı̃

分かち合う　´Hgw@

分家する　 t̄Chõ ´Hgw@

分離する　 k̄ha kha: C̄h@

分かれさせる　 k̄ha kha: `Ch@ HdýOP n@

狂う　　¯̊őw@

縫う　　´úù0P

塗る　　 h̄l
˚
Ẽ

孵る　　´üAP / ´xwa
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手を置く　´j@ htCũ hWP

適合する　 n̄dzw@

適合させる　`ndzw@ húùuP

腐る　　´re:

かぶせる　`hkOP

かぶる　`hkOP

乾く　　 h̄kÕ

喉が渇く　 h̄kẼ

働く　　´le: ´Ngej

市場へ行く　ˆtsõ n@ ´Ngw@

風邪を引く　´rÕ ´na

あえてする　`hpuP

言う　　`hùeP

告訴する　`HdeP cuP

切り分ける　`őa

切ってしまう　`őa t@ `húùeP

刈る　　¯HNa

隔てる　´ph@ kha

与える　`htjeP

ついて行く　´k@ tı̃ ´Ngw@

耕す　　¯Hmw@

つるす　`hkOP

いっぱいである　`úùhuP

計る　　`tsh8j jeP / `tsh8j hts@

雇う　　¯Hla

剃る　　`hl
˚
ejP

風が吹く　¯HlÕ ´jeP

つるす　 s̄@ Hzę:

電気を消す　`s@ hseP

関心を持つ　¯Hz@̃ mw@ ´jeP

閉める　`htj@P

囲い込む　´kwa

管理する　 k̄wa

灌漑する　`htoP

跪く　　 p̄i: mw@ `htsOP

転がる　¯ñé@ lej ´jeP

年越しする　´lw@ hsę: ´sę:

渡る　　¯Hgi:

経る　　¯Hgi:

恥ずかしがる　 k̄hi:

怖がる　`hcAP

呼ぶ　　´mbeP

叫ぶ　　´mbeP hkeP

飲む　　 n̄
˚thÕ

適切である　 n̄dzO ndzOP

閉じる　 ù̄@ Hdj@P

うらむ　´ma Hg0:

なだめる　 k̄h@ ´jeP

こぐ　　ˆcoP

描く　　´hwa

身ごもる　¯N̊kho:

疑う　　¯HdiP ´m@ zÕ

払い戻す　`htsoP htjeP

返却する　ˆk@ htjeP

交換する　¯Hãü@

振る　　`HjOP

帰る　　 t̄sh@ ´Ngw@

思い出す　´úẼ

破壊する　`őẽ ¯Hzw@

できる　 ù̄hi:
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混ぜる　`tsh@ ő̊uP

攪拌する　`̊őuP

生きている　¯Hl0:

支える　 h̄sw@

手に入れる　`n
˚thuP

水で混ぜる　¯HýÕ

集まる（水が）　`hsuP

積もる　`hsuP

集合する　 n̄d0:

搾り出す　 h̄úùo:

搾る（乳を）　´üw@

はさむ　 h̄tCo:

覚えている　´úẼ

預ける　`hú0j rAP

送る　　 h̄ko:

うらやむ　`ne w@ ˆm@ nd0j

締めつける　 h̄úùẽj

はさむ　´ïãüÕ

選び出す　 n̄
˚thW

減らす　´őÕ

はさみで切る　´úAP

語る　　`hùeP

落ちる　´pOP / ´sAP

交換する　¯Hãü@ Hãü@ ´jeP

交わる　¯Hãü@

水を引く　 ú̄ùhW `htoP

こげる　`ő̊tChiP

噛む　　 h̄úùAP

教える　`hl
˚
OP

鳥が鳴く　ˆCa ji ´sę:

猫が鳴く　 P̄a ljW `hkeP ´jeP

ロバが鳴く　 t̄C0: ´mba

馬が鳴く　`hta ji ´mba

牛が鳴く　ˆpa ji ˆmba hkeP

犬がほえる　 t̄sh@ ´sOP

ぶたが鳴く　`phAP ji ´mba

羊が鳴く　ˆlOP ji ´mba

トラがほえる　`htAP ji ´mba

狼がほえる　 h̄CÕ ch@ ´NaP

呼ばれる　´mbeP

剥く　　 C̄h@

実がなる　 C̄h0: tuP `n
˚thAP

結氷する　`HJoP ´khẽ

結婚する　 p̄Ã ´jeP

ほどく　 p̄h@ Ch@

お金を借りる　¯HNWj ´NW:

ものを借りる　´lA: úùhe ´NW:

浸す　　´Hbã

禁じる　`hkwAP

浸す　　´sẽ

入る　　 n̄dzej

過ぎる　¯Hgi:

びっくりする　¯ïãuP

救う　　`htCuP

住む　　¯HdjeP

挙げる　 h̄tCÕ

のこぎりで切る　ˆsho lj@ `őa

完全にする　 n̄dzõ

巻く　　¯Hãüi:

縮む　　`N̊khOP xhu: ´jeP

115



国立民族学博物館研究報告 39 巻 1 号

掘る　　 h̄kw@

邪魔する　`thuP

邪魔させる　`thuP úùoP

開ける　 C̄h@

沸く　　´N̊kho:

開く　　 x̄wa

運転する　 h̄tõ

始める　¯Ngo Ngu:

開墾する　´ùẽj Hzw@ / s̄ha htÕ ¯Hmw@

切り倒す　`húùeP

切る　　`htsOP

見る　　 h̄ta

見せる　 h̄tẼ

見える　 n̄
˚thõ

医者に見せる　ˆne: h̄ta / ¯m
˚

ẽ ba h̄ta

かつぐ　`htCAP

暖める　´Hge:

頼る　　 x̄ha: / `thjeP

ぬかずく　`ChAP ´m
˚phi:

咳をする　ˆPa xhũ ´le:

渇く　　`kha hkÕ / h̄kõ

刻む　　 h̄kw@

賛成する　 n̄d0P

かじる　¯ïãeP

ほじくる　 h̄kw@

ボタンをかける　´Hbej dýi `xhuP

暇である　 k̄hõ

泣く　　´NW

眠たい　`úùhe:

引く　　 n̄
˚th ı̃

排泄する　ˆljeP

辛い　　`tChi / ´Hg@ mw@ `tChi

漏れる　´lej

来る　　`ùhuP

引っ張りあげる　 h̄úùÕ

年をとる　¯Hge:

手綱で制御する　`Hli: / ´NgAP

疲れる　`úùheP

つなぐ　`n
˚thiP

量る　　`tsheP

乾かす　 h̄kÕ

おしゃべりする　¯m
˚phi le: ´HdýOP

裂く　　`Nge:

ずぶぬれにする　 ù̄ğ:

流れる　¯ñéOP

とっておく　´üAP

耳が聞こえない　 n̄a wẽ

抱きしめる　 p̄õ

漏らす　´sAP

混乱する　 C̄@ ùhi@ mo lo Hzw@

濾す　　`htsAP

乱す　　`n
˚

uP

転がす　´pejP / `phu:

積み重ねる　`htsAP

日が沈む　¯HnÕ l
˚
AP ˆnuP

しびれる　 t̄sho: z@ ´őe

叱る　　¯ïãü@:

埋める　´Hba

買う　　´őw@

売る　　 n̄
˚tshõ
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満ちる　´kÕ

ない　　´m@ n
˚

Õ

隠蔽する　¯Ngw@ n
˚thõ ´jeP

燃え尽きる　 h̄seP

さえずる　`hkeP ´jiP

唇を軽く閉じる　 h̄tsõ

理解する　 h̄a ´kw@

触れる　 r̄AP

研ぐ　　¯Hdi:

粉をひく　`htAP

つかむ　¯Hlõ

持っておく　`n
˚thuP

掻く　　`ChiP NgiP

できる　`úùhuP

枯れる　¯Hői:

凝固する　´kh ı̃

絞る　　 h̄úùÕ

嘔吐する　 h̄tCWP

這う　　`ndzAP

山に登る　`ndzAP

木に登る　´ùhẽj pÕ `ndzAP

叩いて音を出す　¯HlOP

派遣する　`NwAP

弧を描く　¯N̊khu:

走る　　ˆHdýOP

茶を入れる　´úùa ´Hbã

賠償する　`tshOP `htjeP

身につける　`htAP

膨張する　¯HdýoP

衝突する　`m
˚phuP / ¯Hd@ HdÕ ´jeP

木を切る　 ù̄hẽj `hùAP

浮く　　ˆHdı̃

ほとばしる　¯m
˚phW

破れる　 r̄
˚

e:

壊れる　`húùAP

傷つく　 r̄
˚

e:

壊れる　¯HgeP

壊す　　`húùAP

解剖する　`őa

敷く　　 h̄tı̃

手荒く扱う　`thOP

だます　`hl
˚
0P

レンガで造る　`htsAP

乗る　　 h̄tCa

起きる　´H@ lÕ

牽引する　`khiP

負う　　`Hdu: rAP

略奪する　`xhuP

叩く　　¯HdÕ

振り上げる　`htCAP

詮索する　`htCAP

切り刻む　`ht0P

口づけする　 P̄o ´jeP

軽んじる　 h̄ta rẽj ˆma úùhuP

要求する　 k̄ha rẼ ´HéÕ

追い出す　`̊őaP

取る　　¯Hlõ

娶る　　´pÃ `khiP

行く　　 s̄hõ / ¯Ngw@

回復する　´sõ
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完全である　 t̄shÕ

染める　´Cw@

叫ぶ　　´mbAP

道を譲る　´lÕ h̄Ci: / ´lÕ ˆwÃ

温める　 t̄sha

知り合う　´Nw@ ùhi:

投げる　`HjOP

溶ける　´ùej

溶かす　ˆùe: úùOP

もむ　　 h̄úùÕ / `HéOP

耐える　`Hgõ tshAP

なめす　¯Hő@ / `HőiP

撒く　　 h̄to

小便する　 h̄úùẽj h̄tõ

播種する　`htOP

解散する　ˆHdzuP

ゆるめる　 h̄l
˚
ejP

掃く　　`Hãu: ChAP

殺す　　`hsejP

ふるいにかける　 c̄h@

日にさらす　 h̄kÕ

日向ぼっこする　´őa: ¯HgeP

稲光が走る　 ú̄ùhoP úùhAP `HloP

傷つける　¯Hma

相談する　´ko xa ´jiP

上がる　´j@ HgÕ ¯Ngw@

射る　　´HdýOP

射止める　`m
˚phuP

伸ばす　 h̄tCÕ

伸びる　´rẽj bw@ h̄tCÕ

成長する　`ñ̊chOP

さびる　 h̄úùA: ja ´HdjeP

腫れ物が大きくなる　¯Hma ´pejP

産む（人が）　 h̄tC@

腹を立てる　`̊őı̃ kha

残される　`l
˚
AP

昇る　　 ù̄hğ:

なくす　ˆj@ úùheP

させる　 h̄úùOP

釈放する　ˆrejP rAP / ˆpuP rAP

試す　　`Pa őẽ h̄ta

である　ˆreP

収穫する　¯HNa

受け取る　`hpej CÕ

閉じる　ˆth@ rOP

防御する　´rOP

守る　　 h̄sÕ

髪をとく　`ùheP

負ける　´ùẼ

顔見知りである　´Nw@ ùhi:

調理される　 t̄Ch0:

熟れる　¯̊őı̃

やせる　´ùẼ

数える　¯HéÕ

ゆすぐ　¯ñ̊chW

衰える　 ù̄@ be ´ù@ ùẼ

転落する　ˆsAP / `HjoP

投げる　`HjOP

かんぬきをする　`htj@P / n̄
˚tshÕ pe: ´HdýOP

結びつける　`htAP
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眠る　　´joP

寝つく　ˆjoP HluP

吸う　　¯ïãü0P

話す　　`hùeP

裂く　　´ú@:

死ぬ　　 ù̄h@

計算する　¯HéÕ / h̄ts@

粉砕する　´c8:

傷つける　´m
˚phjA:

錠をする　`Hgo xhOP `húùAP

崩壊する　ˆHd0P

踏みつける　¯Hdz@

持ち上げる　`htCAP

涙を流す　¯Hői: úùhW ´pOP

横になる　´joP

やけどする　`hsAP

逃げる　´,u:

物乞いする　 h̄l
˚
õ

着る　　´kwẽ

頭痛がする　¯Ngw@ ´na

蹴る　　´Hdu: thuP ´lOP

剃る　　¯Hüğ:

曇りである　¯HnÕ ´muP

晴れる　¯HnÕ ´tÕ

夜が明ける　¯HnÕ h̄Ci:

暗くなる　ˆmWj ´nAP

なめる　ˆCuP

担ぐ　　`htCAP

選ぶ　　 ù̄hğ:

踊る　　ˆtsh@ lAP ¯HdÕ

跳ねる　¯ődýÕ rẽj ¯m
˚pho:

脈打つ　 c̄hA: htsa ¯m
˚pho:

拍動する　¯̊őı̃ ¯m
˚pho:

貼る　　 h̄l
˚
Ẽ

聞く　　´őẽ

聞こえる　 n̄
˚tshu:

止める　¯HüAP

知らせる　 t̄hõ úù@ ´jeP

盗む　　 h̄kW

投げる　`HjOP

吐く　　 h̄pu:

押す　　¯m
˚phi:

退く　　´nÕ

飲みこむ　`őiP

引きずる　´úWjP

脱臼する　´pejP / `HluP

背負う　 h̄ki:

掘る　　 h̄kw@

曲がる　¯HgO:

曲げる　´Hgu HgOP

終わる　´th0̃

遊ぶ　　 t̄ChÕ

忘れる　¯HãüeP

違反する　´m@ őẽ t@ ¯Hzw@ / ´me: n@ ´jeP

餌をやる　´lejP

におう　¯Hnõ

尋ねる　´ú@

握る　　¯HzÕ

ふさぐ　`hkOP

吸い込む　 t̄h ı̃
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慣れる　´CÕ

洗う　　¯ñ̊chW

好む　　´Hga / ¯Hg0:

目が見えない　¯HőiP ´lõ

下りる　 h̄ke: ´pOP

産む（動物が）　`N̊khe:

卵を産む　¯Hgõ

雨が降る　´úùhe Ha ´pOP

怖がらせる　`hkuP

陥没する　¯HnõP

捧げる　`htjeP / `m
˚phi:

慕う　　`Hd@P hku: h̄sÕ

信じる　¯Hdẽ hsÕ

思う　　´úẼ

思い出す　´úẼ ´Hõ

したいと思う　 h̄sÕ

似る　　´ïãa

消化する　´ùej

消える　´ma n
˚thõ reP

下る　　¯NguP

削る　　`hl
˚
ejP

気をつける　ˆC0: tshAP ´jiP

笑う　　´Hga

書く　　´çi:

下痢する　´tAP

目覚める　`sheP

恥ずかしがる　`khiP Che:

休む　　ˆNi: hsw@

刺繍する　 h̄úù0jP

学ぶ　　¯HýÕ

燻製にする　¯HrÕ

探す　　 h̄tCi:

押さえる　¯Hn8̃j

去勢する　´tCho:

粉にする　¯Hzw@

かゆい　 x̄hOP

育てる　 h̄sw@

揺れる　`HjOP

揺する　`HjOP

噛む　　 n̄dejP

掬う　　 h̄úùW

必要である　¯Hg8:

引き入れる　`khiP

頼る　　`htje

あふれる　ˆpo kh@

秘密にする　`hsÕ tshAP

勝つ　　´úAP

迎える　 h̄sW

抱擁する　 p̄õ

泳ぐ　　 ú̄ùha htCı̃ ´jiP

持っている　´j8P

いる　　´ndOP

存在する　´j8P

出会う　`xhu:

合意する　`úùheP ¯Hzw@

計画する　 ú̄ùhA: ü@

越える　¯Hge:

めまいがする　¯Ngw@ ¯N̊khu:

許可する　´j@ úoP `úùhuP

栽培する　`htsOP
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いる　　´ndOP

増える　`n
˚

8̃j htOP

彫刻する　`m
˚phOP

刺す　　 h̄soP

刺しこむ　`őa / ¯Hdý@

瞬きする　ˆpa HdOP

抽出する　`htAP

摘む　　`htuP

立つ　　´lÕ

引っ張って開く　¯HdÕ

大きくなる　`ñ̊choP

かさが増す　¯ñéOP

腹が張る　ˆPa po ¯Hbi:

火をつける　 ő̄@ ´mbu:

風邪を引く　`ő̊tChAP

召集する　 t̄sh@ mbejP

探し出す　´n8̃j

刺す　　´soP

覆う　　`hkOP

震える　 ç̄ha

奪い合う　`xhuP

蒸す　　`hpoP

知っている　 h̄a ´kw@

織る　　 h̄l
˚
a

指す　　 h̄tẽ

種をまく　`htOP

腫れる　 h̄cÕ

煮る　　 h̄tsw@

杖をつく　´phi Hga `htsOP

願う　　¯̊őẽ lÃ `htOP

ひっつかむ　¯HzÕ

振り返る　 C̄he li h̄ku:

角を曲がる　 h̄tCeP HgO: ´lOP

移動する　¯N̊khu:

移動させる　 C̄he li h̄ku:

詰める　`húùOP

追いかける　`̊őaP

準備する　´úùa Hü@ `htOP

捉える　¯HzÕ

ついばむ　`htsOP

行く　　¯Ngw@

呪う　　`Ce htCiP

中に入る　 n̄dzej

穴を開ける　`m
˚phoP

酔う　　¯Hdz@

座る　　´ndOP

する　　´jeP

夢を見る　¯Hő@ lÕ ´ő@

商売する　 t̄shõ ´HdýOP

連れる　´ruP ´jeP

仕方　　´jeP htÕ
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その他の品詞類

のみならず　ˆmiP pa

～を除いて　 n̄de ˆmiP pa ´jÕ

ほとんど　ˆtsO: ýeP

もちろん　`Pa htsw@ `Pa po

たった今　´t@ ra

本来的に　¯wa ýa

そして　´tCi

とても　¯wo ő@ ïãa

まだ　　´t8̃

今すぐ　¯ődýA wa

～か　　 P̄a

一緒に　ˆloP luP

必ず　　´k@ zw@ ˆjı̃ na ´jÕ

～もまた　´jÕ

それから　´tı̃ / ˆtı̃ k@ tCi

再び　　´jÕ

少なくとも　´t8: ˆmı̃ na ´jÕ

～まで　´w@ thi ˆmı̃ na phu / ˆm@ re: phu

もっとも　`kẽ n@

最後に　´kW thi kW thi

突然　　`sha tshe: m@
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